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平成３０年第２回榛東村議会定例会会議録第１号 

 

平成３０年６月５日（火曜日） 

─────────────────────────────────── 

議事日程 第１号 

   平成３０年６月５日（火曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 仮議長の選任について 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名について 

日程第 ３ 会期決定について 

日程第 ４ 諸般の報告について 

日程第 ５ 一般質問について 

─────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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◎開会・開議 

午前９時３０分開会・開議 

○副議長（髙田清一君） 皆さん、おはようございます。 

 本日平成30年第２回榛東村議会定例会が招集されましたところ、議員各位には、ご多用中のところ

ご出席をいただき、厚く御礼を申し上げます。 

 初夏のやわらかい日差しが若葉に降り注ぎ、榛名山の新緑も一層鮮やかさが増しています。梅雨入

り宣言が気にかかる季節を迎えますが、議員各位におかれましては、健康に留意されご活躍されます

ことをご祈念申し上げます。 

 南議長から、榛東村議会会議規則第２条第２項の規定により欠席届の提出がありました。地方自治

法第106条第１項の規定に基づき、副議長の私が議長の職務を務めさせていただきますので、皆様方

のご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 ただいまから平成30年第２回榛東村議会定例会を開会いたします。 

 本日の出席議員は13名であります。よって、地方自治法第113条の定足数の規定に達しております

ので、本日の会議は成立いたします。 

 なお、村長以下、説明のための管理職は全員出席でありますが、教育長公務出席のため、午後の途

中で退席になりますことを承知おきください。 

 さて、本定例会では、通告のありました５名の議員による一般質問、また、村長より人事案件、補

正予算などが提出されております。議員各位におかれましては、円滑に議事が進行し、また適正、妥

当な議決にご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 なお、本日は大勢の傍聴の方々がおみえですが、傍聴されます皆様に申し上げます。傍聴人心得を

お守りの上、静粛に傍聴されますようお願い申し上げます。 

 直ちに、お手元に配付した日程により会議を行います。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第１ 仮議長の選任について 

○副議長（髙田清一君） 日程第１、仮議長の選任についてを議題といたします。 

 地方自治法第106条第２項の規定により、議長及び副議長ともに事故あるときは、仮議長を選挙し、

議長の職務を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選により行いたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、したがって、仮議長に11番山口宗一議員を指名いたしま

す。よろしくお願いいたします。 
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─────────────────◇───────────────── 

◎日程第２ 会議録署名議員の指名について 

○副議長（髙田清一君） 日程第２、会議録署名議員の指名についてを議題といたします。 

 会議録署名議員の指名は、会議規則第118条の規定により、議長において行います。 

 10番小山久利議員、11番山口宗一議員を本日の会議録署名議員に指名いたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第３ 会期決定について 

○副議長（髙田清一君） 日程第３、会期決定についてを議題といたします。 

 第２回定例会の会期については、本日５日から15日までの11日間としたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、本定例会の会期は本日５日から15日までの11日間と決定

いたしました。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第４ 諸般の報告について 

○副議長（髙田清一君） 日程第４、諸般の報告についてを議題といたします。 

 飯塚議会事務局長。 

○議会事務局長（飯塚邦守君） それでは、お手元に配付の諸般の報告により御説明いたします。 

 １、議案書等の受理につきましては、本定例会開催に伴い、議案４件、報告２件を受理いたしまし

た。 

 ２、例月現金出納検査の結果に関する報告でございますが、地方自治法第199条第９項の規定によ

り、代表監査委員より議長宛て報告がありました平成30年３月及び４月の例月現金出納検査の結果で

ございます。詳細につきましては、配付いたしました検査結果の写しのとおりでございます。後ほど

ご確認ください。 

 ３、群馬県町村議会議長会の関係でございますが、資料に記載のとおり、会議が開催され、出席を

いたしました。 

 以上で議会関係の諸般の報告を終了いたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎村長挨拶並びに提出議案の概要説明 

○副議長（髙田清一君） ここで、村長より挨拶並びに本定例会における提案理由の説明をしたい旨

の申し出がありましたので、これを許可いたします。 

 真塩村長。 

〔村長 真塩 卓君登壇〕 
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○村長（真塩 卓君） 改めまして、おはようございます。 

 議長から許可をいただきましたので、平成30年第２回定例村議会の開会に当たりまして、一言ご挨

拶申し上げます。 

 また、その前にお願いでございます。この４月１日付で新課長が５名なりました。この新課長につ

いても、今回の議会がデビュー戦でございます。誠心誠意務めるところでございますけれども、回答

とかそういうものについては、もしかしたら担当課長じゃない前課長、あるいはそれより精通してい

る課長が答弁をするかもしれませんので、ご理解を願いたいと、温かく見守ってもらいたいというよ

うに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 そして、先週５月29日でございますけれども、ベトナム国家の主席が来村されるということで、村

にとっては大変光栄な出来事がありました。国賓が本村を訪れることになったのは、昭和34年立村以

来初めてのことでございます。クアン主席は、ベトナム国の大臣らとともに山子田地内の企業、これ

について小金井精機製作所でございますけれども、ご視察をされました。議員各位におかれましても、

企業前で歓迎の出迎えをいただき、感謝申し上げたいというように思います。 

 私も企業の代表者、従業員と一緒に主席ご一行をお出迎えし、ご視察の随行をさせていただきまし

たが、ベトナム従業員に日本の教育レベルや職業訓練などについて熱心に質問をされている様子が私

は印象に残っております。 

 また、企業紹介映像の中では、ベトナム人従業員から群馬県榛東村の暮らしやすさなどについて話

がありました。特にベトナムの従業員の子どもたちが榛東村の幼稚園、保育園に通い、分け隔てなく

楽しく通園している紹介を多くのベトナム人の人たちが本当に感謝をしている姿が主席もわかったん

じゃないかなというように思っています。多くのベトナム人がこの榛東村で生活し、日本とベトナム

国の友好のかけ橋となってくださっていることに対して、大変うれしく思ったところでございます。 

 ご視察を終えた主席一行がお帰りになる際に、総合グラウンドで部活動中だった榛東中学校のサッ

カー部員が沿道に整列して手を振ってお見送りになった。主席はにこやかに手を振り返してくださっ

ておりました。 

 クアン主席は来村された翌日、これは30日でございますけれども、天皇皇后両陛下に宮殿の竹の間

で接見をし、その夜、宮中晩餐会が催されました。その席上、陛下から、日本でベトナム人の人たち

は幸せに暮らしていますかという質問がありました。多くのベトナム人が学んだり職場で活躍してい

ますということを主席も答えられたということでございます。クアン主席は、榛東村で視察されたこ

とを念頭に置かれましてお話しされたことを推測申し上げるところでございます。 

 一国の主席がこの榛東村にある企業に注目し来村されたことは、視察先企業の従業員の方々はもと

より、知事あるいは私、関係職員にとっても大変有意義な時間となり、クアン主席一行の来村に心か

ら感謝を申し上げたいというように思います。 

 さて、本日、議員各位の出席のもと、定例村議会を開会できますことに心から感謝申し上げます。 
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 本定例会に上程させていただく議案等について、その概要をご説明させてもらいます。 

 議案第46号は、教育委員、これは４名のうち１名の方が委員の任期がことし６月30日で満了となる

ため、７月１日から任期とする委員を任命するため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第１項の規定に基づきまして、議会の同意を求めるものでございます。 

 議案第47号から49号までは、一般会計、公共下水道事業特別会計、そして上水道事業会計の３会計

の補正予算で、いずれもことし４月１日発令の人事異動に伴う職員給与費について各会計の科目間、

会計間における補正を行うものでございます。 

 以上、４議案について慎重審議の上、可決くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 報告事項は２件あります。 

 まず、平成29年度一般会計繰越明許費繰越計算書については、昨年度中に予算繰越の議決をいただ

いた５事業について、翌年度いうなれば平成30年度へ繰り越した額及び財源内訳を報告いたすもので

ございます。 

 また、榛東村土地開発公社の経営状況報告については、土地開発公社の平成29年度決算、平成30年

度予算、事業計画等について報告するものでございます。 

 会期は15日までとただいま決定されました。本日から11日間、よろしくお願い申し上げます。 

 以上で私の説明とかえさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第５ 一般質問について 

○副議長（髙田清一君） 引き続きまして、日程第５、一般質問についてを議題といたします。 

 一般質問は、会議規則第58条の規定により行います。 

 質問の順序は届け出順といたします。なお、質問時間は答弁を含め50分の制約がございますので、

質問者は質問内容を明確にするようお願いをいたします。また、答弁者はわかりやすい答弁をお願い

いたします。 

 質問順位１番柗井保夫議員の質問を許可いたします。 

 ９番柗井保夫議員。 

〔９番 柗井保夫君登壇〕 

○９番（柗井保夫君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 ８区、そして自衛隊ＯＢの柗井でございます。よろしくお願いをいたします。 

 本日は、ちょっと８区の紹介をさせていただきたいんですけれども、８区、５月22日のスマイルボ

ウリングについては、女性陣に頑張っていただいて準優勝を勝ち取ることができました。27日には野

球の決勝戦がありまして、昨年はもう３区にやられてしまったんですけれども、ことしは18区に勝っ

て、見事優勝させていただきました。ということで、８区の皆さん一生懸命頑張ってくれているので、

私も議員として一生懸命頑張らなければいけないなと、このように思っています。 
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 そういう中で、５月はいろいろ榛東村は事業がありまして、時間の許す限り参加をさせていただき

ました。５月13日になると思うんですけれども、山草会、これについて参加をさせていただきました。

それと、５月27日に水彩画展、そして、一昨日の第46回のサツキ展と、いろいろ参加をさせていただ

いて、もちろん作品はすばらしいものばかりです。ただ、ことし特に私、個人的に思ったことは、も

うスタッフの方がすばらしく明るくて対応していただいていると、これは非常に印象に残りました。 

 このようなすばらしい事業については、何年も何年も続いてほしいと、このように思っていますし、

村については支援、そして協力をこれからもよろしくお願いをしたい、こう思っています。 

 私、今、犬と二人暮らしをしておりまして、結構フレッセイに買い物に行くんですけれども、自衛

隊の方が今、演習部隊が来て相当フレッセイを使っていただいて、スタッフの方は感謝しているとい

う話を伺いました。そういう中で、私は、６、７、８についてはもっと訓練最盛期になるので、お客

さんが来ますよという情報を発信をしています。それと、自衛隊の方々には、村民の方、村民以外の

方々の車が相当入りますので、自衛隊の官用車については相当大きいものもあれば事故が起こる可能

性が高いので、この辺については、自衛隊さんにはあいている地域、そこで駐車してくれと。何かト

ラブルがあったら買いにこられないよと、こういう話で、これまたそういう情報発信をさせていただ

いておるところでございます。 

 そういう中で、６月１日に、上毛新聞にこのぐらいの大きさで載っておったんですけれども、日米

共同訓練、これが８月26日から９月19日まで実施をされて、宮城県の大和駐屯地にある演習場と、そ

してこの相馬の演習場、これが使われるという記事が載っていました。そういう中で、やはり村民の

方がそれを見た場合については、またオスプレイが来るのかよと、こういう質問をされるんですね。

だからこういう面についても、村長に伺うと、今定例会における全員協議会で皆さんに説明をすると

いう話を伺っていますけれども、まず、どういう編成でこの相馬の演習場に来るんだという絡みなん

ですね。そういうのをやっぱり発信してやらないと、村民はまた来るなという話で戸惑うところがあ

りますので、その辺も含めて情報発信をよろしくお願いしたい、こういう感じですね。 

 私個人的には、あの新聞の画面を見たときに、宮城県とこの群馬県の榛東村と、こういう話になる

と、やっぱりヘリボーン訓練という、敵の後方に部隊をおろす、もちろんヘリは使う、こういう訓練

をするんだろうなと。それともう一つ、米軍の部隊が今までは海兵隊だったのに、今回は76旅団の戦

闘団、こういう話になります。これは陸軍なんですね。陸軍は基本的にはオスプレイは使わない。と

なると、今共同訓練については、私個人の意見ですよ、オスプレイは使わないんだろうなと、こうい

う判断ができるんですけれども、これはまた陸上自衛隊は今編成がえをしていますので、この辺はわ

かりません。村のほうから全員協議会でいろいろ聞きながら皆さんに発信をしていきたいなと、こう

いうふうに思っています。 

 それと、一番今気になっているのが、セクハラなんですね。みなかみ町長しかり、今後定例会でど

うなるかわかりませんけれども、それと東京の狛江市長、昨日辞職をされています。そういう中で、
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我々の年代の女性の方にいろいろ聞いてみました。日本は昔はすごかったらしいです。例えば、床屋

さんでお客さんが来る。座るときにお尻を触ったり、こういう方がいっぱいいらしたそうですよ。た

だ、事業主いわく、お客様は神様ですからという風潮だったらしいですね。ただ、今は全然違います。

相手がこう思うからセクハラだと、こんなの全然違います。今はビデオがありボイスレコーダーがあ

り、こういうもので全部証拠が残る話なんですね。 

 そういう中で、我々、私も含めて、例えば家族以外の女性を私の車に乗せる場合については１人で

は絶対乗せない。２人以上とか、いろいろ自分で考えていかないと、セクハラについてはなくなって

いかないし、我々男性陣の考えも変えていかないといけないんだろうと、こんなふうに思いながらこ

のセクハラについては考えております。 

 本日は、皆さんこういうのを聞いてくれよ、こういうのはどうなっているんだよという３点に絞っ

て質問したいと思っています。 

 １つは、空き家対策、今年度560万円予算編成をされましたけれども、この560万円をどう使って空

き家対策に使うのかというのが１つ。 

 ２つ目がふるさと納税です。ふるさと納税はどこも３割返礼品になった時点で、相当減っています。

まだ榛東村は４月１日から始まって、２カ月しかたっていませんけれども、今後の行方を、そして今

後の処置等含めて聞きたいと思っています。 

 ３点目が、まだ早いんですけれども、ざっくばらんに真塩村長に聞こうと思いましたけれども、ま

だ早いという観点もありまして、真塩村政、３年ちょっとたちました。残すところ１年弱になりまし

た。そういう中で、今までの達成率を含めて村長に伺いたいと思います。 

 事後、自席に戻って質問をさせていただきます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番柗井保夫議員。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） それでは、空き家対策ということで、まず担当課長に伺います。 

 昨年10月、空き家の調査をされて、そして事後、この３月に計画をつくって発信をしています。そ

ういう中で、現状として、空き家は何戸あるんですか。 

○副議長（髙田清一君） 久保田建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 計画で、アンケート調査等実施をさせていただいております。また、

外観目視という形で調査をさせていただきました。その中で、101件の空き家を確認させていただい

ております。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 
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○９番（柗井保夫君） そういう中で、業務を進めていく上で問題点等ありましたか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 問題点ということでございますけれども、近年、人口減少や超高齢化

社会の到来等によりまして、少子高齢化や社会情勢等の変化により、適切に管理されずに放置され、

老朽化した空き家等が増加し、防災、防犯、景観、衛生等の空き家問題が地域での大きな問題となっ

ております。本村におきましても、同様に空き家が増加傾向にありまして、空き家等を地域の資源と

して利活用し、地域の活性化へとつなげる施策が必要であると考えております。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 平成30年度560万円予算編成をして、本年度実施事業については何をやるん

ですか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 本年度の実施事業でございます。本年度から空き家対策事業として、

榛東村空き家対策補助制度を創設しております。１つは、空き家の定住を目的とするリフォーム補助

として、補助率２分の１で補助事業を行います。また、事務所や店舗等の営業及び施設の設置が目的

の空き家の改修補助として、補助率２分の１、上限100万円として補助を行います。また、空き家の

除却、取り壊しですけれども、こちらの補助として補助率２分の１、上限100万円として補助を行い

ます。また、建物内の清掃や敷地内の草刈り等の空き家リフォーム、空き家ハウスのクリーニング事

業として、上限20万円として補助事業を実施することとなっております。 

 以上、おおむね１年以上の空き家に対して行う補助事業でございます。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 実は、この空き家対策については27年９月に、私、定例会で一般質問してい

ます。なぜかというと、27年５月、国の措置法、これが施行されるということで、９月に、うちの村

はどうするんだと、こういう話を伺ったときに、そのときの担当課長はこう話したんですね。28年度

予算に組み込み、これも含めて検討させていただきたい。ところが、実際、担当課が調査を始めて結

果を出しているのが昨年10月なんですね。ということは、28年度１年間、この空き家については何も

しなかった。何をしていたのか、ちょっとお話しください。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 28年度、実際、計画について動きはございません。ただ、補助事業と
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して、国の補助金が計画策定については受けられます。28年度については、国に対して補助の申請を

行っているということでございます。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 私、この空き家対策については、非常に自分自身で疎いと思っているんです。

なぜかというと、情報が入らない。それで、この空き家対策について勉強しようと思って考えると、

国のいろいろな措置法がありますよ。ありますけれども、この榛東村の榛東村空家等対策計画、こと

し３月に出たこれしかないんです。これを全部ひもといたときに、非常に矛盾することが出てきたな

と思って、これは私個人だからかもしれないですよ、聞いていただきたいんですけれども、実は、こ

の30年３月に空家対策計画が出ておるんですけれども、これ、詰まって詰まってつくっているものじ

ゃないかという感じがするんですね。 

 なぜかというと、補助金の交付要領、これも要綱で出ているんですね。補助金の交付要綱で。この

中をよく見ると、例えば、特定空き家の概念は、協議会を集めて決める、こうなっているんです。ほ

かの市町村は違いますよ。特定空き家とはこう、こう、こうと決めているんです。なおかつ、評議員

に調査させるという話になっているんですよ。ましてお金がかかる話なのに、要綱でまとめようとし

ている、この計画も含めて。計画の中に条例なんか１つもないですよね。ほかの市町村は、まず条例

をつくって、それに基づいて、例えば区長会にお願いするとか書いてありますけれども、本当の根拠、

第一、要綱だったら内規でしょう、役場の中でしょう。条例で議会を通っていないから、私どもは全

然わからないわけですよ。その辺を含めると、進め方が早過ぎたんじゃないかと私は思うんですけれ

ども、課長、どうですか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 先ほどもお話ありました特定空き家の関係でございますけれども、こ

ちらは、上位法でございます空家等対策の推進に関する特別措置法、こちらの14条に規定がございま

す。この14条に規定するものが特定空き家だということで、ただ、これが村の特定空き家に該当する

かどうかというところで協議が必要になるということでございまして、今年度まだ設置はされていな

いんでございますけれども、こちら実際の運用等、またさらに計画の変更等も生じる場合もございま

すので、今後、空家等対策の推進に関する特別措置法、先ほど申しましたけれども、こちらに規定す

る榛東村空き家等対策協議会を設置を予定をしてございます。こちらのほうで空き家対策の計画変更

や実施等に関する協議を重ねてまいりたいと、こういうことで予定してございます。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 推進協議会はわかりますよ。これについてもこの計画をつくる云々だという
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話ですよ。そういう中で、例えば特定空き家については、もしあった場合については、これから委員

を選定する話なんでしょう。例えば、中之条、これは県下では14市町村この計画をつくっておるんで

すね、空き家対策の。その中で14の中にはこの榛東村も入っています。ことし中につくろうとしてい

るのが吉岡町を含む７市町村なんですね。そういう中で、例えば、中之条町は特定空家認定基準とい

うのをもうつくっているんですよ。基準というのができているんです。こういうものなくして、それ

じゃ評議員を集めて評議員に調査させれば、はい、これ空き家と、こういう話になっちゃうじゃない

ですか。ましてや平成30年の予算で560万円計上するということは、何を根拠に560万円計上している

んですか。例えば、この中之条で言わせていただければ、特定空家等認定基準、この基準に基づいて

榛東村の空き家、このぐらい基準に基づくとあるんだけれども、あとは評議員に調査していただくと、

これによって見積もりができる話なんでしょう。今回の560万円というのは丼ですか。お答えくださ

い。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） リフォーム補助ということでございますけれども、補助金に対してか

かった金額の補助率は、各リフォーム補助の２分の１とかということで補助をさせていただき、上限

額を定めさせていただいております。こちらも、村の限りのある予算の中で、補助事業ということで、

こちらのほうの補助金を創設するということでございます。 

 また、先ほどからいろいろ難しい問題ではないかと、特定空き家も含めて、補助に対する内容につ

いて検討が必要じゃないかというようなところでございますけれども、空き家の問題ということは、

先ほどお話あったように、さまざまな分野にわたるということでございます。先ほどの村で今後予定

する空家等対策協議会のメンバーでございますけれども、専門的知識というのが必要になりますので、

空き家に詳しい専門団体の協力を得ながら、空き家等に関する相談会というものも実施しながら、内

容を検討してまいりたいということでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） ちょっと例を出させていただくと、こういう話があるんですね。例えば、い

ろいろの計画をつくっておる14市町村の中で、例えば中之条の場合はこういう話があるんですね。27

年５月、国の空家対策措置法が施行されました。27年５月に施行されたら、中之条町は27年度の12月

の議会で中之条町空家等の適正管理及び有効活用に関する条例、これを制定しておるんです。これを

制定した後に、28年４月、条例の後に協議会も設置しておる。そして、次の年の29年３月、昨年３月

に空き家対策の計画をつくっておるんですね。そうすると、条例に基づいて、例えば幾ら補助金をや

る、それとか評議員を集めたときに１日幾らやるんだと。中之条は7,000円なんですね。そういう決
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まりが何にもできていないところで、空家対策計画ができちゃっているわけですよ。それとして、計

画に合わせるようにして、３月31日に補助金の交付要綱を出しているわけですよ。内部の内規ですよ、

これは。我々全然知らないところで決まっているんですよ、条例じゃないんですから。それでなおか

つ、30年度予算に560万円計上している。おかしくありませんか。やっぱり順序を踏んでいないと、

私は個人的に思うんですけれども、いかがですか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 計画策定ということでございますけれども、先ほど申しました空家等

対策推進に関する特別措置法、こちら第４条に市町村の責務というものがございます。４条を読ませ

てもらいますと、「市町村は第６条第１項に規定する空家等対策計画の作成及びこれに基づく空家等

に関する対策の実施その他の空家等に関する必要な措置を適切に講ずるよう努めるものとする」とい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 国の法律が27年５月から施行されておるという中で、国の法律を法律として

それだけでやるということ自体が基本的にはおかしくありませんか。国は全般を見ながら、この榛東

村個々として空き家対策にはこういうものを条例をちゃんとつくって、それで初めて、なおかつこの

３月末に計画ができるというのが正しい順序だと私は思っているんですけれども、違いますか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 先ほどから申しておりますけれども、条例が必ずしも義務づけという

ものではございません。村では要綱として立ち上げをさせていただいております。また、お知らせ等、

村民の方にこの制度のお知らせということで、村のホームページ、また、しんとう広報のほうでお知

らせ等図りまして、周知を図っているということでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） ３つ目は、もし直せるのなら、例えば補助金、これについてもやっぱり要綱

云々でそのまま突っ走っていっちゃったほうがいいのか、これ、サイクルで回る話なので、例えば、

４年を機にやっていくとか、それでもぐるぐる回るんだというやり方を榛東村はとっておるんですけ

れども、その辺も含めて、金額的に金がだんだん上がっていったときに、要綱だけでこの空き家対策

をやっていくというのはやっぱり私は違うのではないかと個人的には思っています。見直すべきとこ
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ろがあるんなら早目に見直していただきたい、このように思います。 

 ２点目、ふるさと納税に移ります。 

 このふるさと納税については、もう前から何度も言っています、私は。狩野担当課長については、

大変この辺が私、痛いんですけれども、この４月１日から課長になられて、ふるさと納税云々を聞く

こと自体が大変胸が痛むところでありますけれども、やっぱり行政の継続等を考えると、これはもう

涙を流しながら質問しなきゃならないんで、その辺はちょっと覚悟していただきたい。 

 実は、私は昨年29年度、その前28年度含めて、ふるさと納税については、総務省が３割返納にして

きたぞと、うちはいつからやるんですか。村は30年４月１日からやりますと。30年４月１日から３割

返納品になったら、今まで５割あったのが、１万あったら5,000円のものが返礼品として返ったのが

１万円ふるさと納税される方が3,000円しか返らない。減るのは当たり前でしょうと。それに対する

対策をいろいろ考えなかったらだめですよという話を何度もさせていただきました。これはさとふる

があっての話だ、いや、これは事業者だという話の中で、現在、４月１日から３割返納品でふるさと

納税が始まりました。課長、去年、おととしに比べてどんな成り行きか、ちょっと伺いたいと思いま

す。 

○副議長（髙田清一君） 狩野産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 平成30年４月１日から寄附金額に対する返礼品の調達金額の占める

割合を３割へ変更いたしました。平成29年４月の寄附件数は2,276件、金額は1,853万7,000円に対し

て、平成30年４月の件数は392件、金額は426万6,000円となっております。前年と比較し、金額ベー

スで23％です。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） まだ２カ月ですので、半年、９月ごろまで課長は待って、いろいろ対策をし

ようと思うんでしょうけれども、どんな対策を考えていますか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 現在、業務委託を行っているポータルサイト以外の業者のポータル

サイトを検討しており、併用して窓口を増加する予定です。一括代行業務委託についても、現在利用

の業者と比べて遜色がないことを確認しています。窓口の開設までに登録作業など３カ月程度の期間

が必要ですが、ふるさと納税の集中する時期に間に合うよう進めていきたいと考えております。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 
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○９番（柗井保夫君） 29年度のふるさと納税については６億500万円なんですね。それで、私は30

年度が勝負の年だと、ふるさと納税について言っているんですね。なぜかというと、３割返納品にな

ったときに、このままいくようであれば、このふるさと納税の上がったお金で例えば給食費を本当に

全部無料化にしたり、もうこれが落ちつけば、間違いなくそのまま行っちゃう話なんですね。ただ、

今の話でいくと、相当減っているという話になると、やはりなと。今まで榛東村についてはさとふる

さん経由でいろいろやられていますよね。これを例えば村でやるとか、変更を何か考えていますか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 村独自でポータルサイトを立ち上げることは自由度は高く、訴求力

は高いのですが、ＰＲを村で行わなければならないため、ふるさと納税を行う自治体としての知名度

が高くなければなりません。寄附者の目にとまる機会が少なくなってしまいますので、インターネッ

ト広告等のノウハウのあるふるさと納税ポータルサイト運営業者であれば、インターネットで検索し

た場合に寄附者の目につく位置に表示される可能性が高いため、その技術に関しては運営業者に依頼

したほうが効率的であると考えております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 都城は、全国でふるさと納税2015、2016と２年連チャンでトップクラス、十

何億円ふるさと納税しておった。３割返納品になってからがたんと落ちたんですよね。ところが、や

はりいろいろな人からご意見を聞きながら、今また復活しているんですね。だから、やり方によって

復活する可能性というのはあるんですね。なお、例えばさとふるさんにうちは頼っておるんですけれ

ども、そのほかというのは何か考えていますか、課長。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 名前を出していいかわからないのですが、現在、職員に楽天ポータ

ルサイトの研究をさせるために研修に参加していただきました。その結果、さとふると遜色がないと

いうことで、今検討というか進めております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 狩野課長がすばらしいところは、実は私、こういう情報を得ているんです。

５月７日に事業者会議というのを開いているんですね。今後どうする、こうするという会議だと思う

んですけれども、やはり何かアクションを起こして考えていかないとだめなんです。それを私は昨年
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やってほしかった。もう遅い話ですけれども。そういう話の中で、先日議長にお願いをして、中之条

町へ行ってまいりました。中之条町というのは簡単なんです。草津町と同じように金券ですから、１

万円やってくれた人については5,000円分の金券をすぐ送っちゃうんです、今までは。 

 中之条町が３割返納品にしたのは昨年10月１日です。４月からずっといろいろ考えて、10月１日に

踏み切りました。そのときに、普通ですと、中之条町の金券というのは年末年始に売れるんです。だ

から、11月、12月、１月で５億円、６億円の納税がある。なぜかというと、会社が社員を四万温泉に

行かせるためとかというものの考え方なんですね。 

 ところが、昨年10月１日、３割返納品になった。10月、11月、12月、１月、２月、３月と６カ月間

で、何と5,000万円だそうです。普通この期間で５億円、６億円稼ぐふるさと納税をしていただきた

い、こういうものが、5,000万円になっちゃうんですね。 

 それで、中之条町はいろいろ考えました。100万円納税してくれた人には１日町長をさせる。100万

円納税してくれた方が61人いたそうです。そのうちに希望ですから、１日町長をした方は11名いるそ

うです。何をするんだと。職員を全部集めて、町長訓示ですよね。それに議会を集めて、全員協議会

の場で、町長挨拶。それと中之条町の公園から何から速やかに、四万温泉も含めて、１泊２日で連れ

ていく。こういう制度を設けました。 

 それと、やっぱり規則、法、裏があるんですね。総務省が３割負担といったら３割、返礼品は３割

になっちゃうんです。ところが、中之条町はこういうことを始めたんです。準町民制度事業。これは

こういう話です。３万円納税してくれた人は9,000円の金券を返納します。これはふるさと納税です。

これでふるさと納税は終わりです。ただし、この準町民制度事業というのは、ここからつくんです。

要は準町民ですから、町民としてただで入れるところはみんな入れます。準町民証というのをつくっ

て渡します。それと、お酒と云々はこの準町民になったら速やかに送ります。これが要はふるさと納

税の抜け穴なんですね。 

 こういう形でいろいろ考えないと、町は潤わないんですね。草津町町長は動きました。風評被害で

３割じゃ困る。速やかに４割にしてくれと。４割返礼品金券を配らせてくれと。ことし９月までやら

せてくれと。こういう話で、そうすれば、皆さんが草津町へ来るよと。とかいろいろやっぱり考える

んですね。そういう中で、村独自でいろいろ考えることっていっぱいあろうかと思うんです。 

 私は個人的には、プロジェクトチームをつくって、例えば盆に帰れない方、これについてはふるさ

と納税を幾らしてくれればお墓をきれいにしますとか、あと、空き家にしているところで、本当は半

年に一度帰りたいんだけれども、帰れないから草刈りをやってもらう。幾らふるさと納税をしたらこ

れをやってもらえると、こんなようないろいろな分野までふるさと納税は考えていかないとだめだと

思うんですね。そういう中で、このプロジェクトチームをつくったりしながら、ふるさと納税巻き返

し、これを課長、考えていますか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 
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〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 柗井議員が５月７日、返礼品提供事業者会議を開催し褒めていただ

きましたが、４月の実績で、村としても何とかしなければならないと考え、事業者を集めさせていた

だきました。 

 その中で、率直な現状の説明をまずし、その後、事業者と意見交換や情報交換を初めて行ったそう

です。私も毎月ではないとは思っていたんですが、事業者ごとではなく会議をやっているのかなと思

っておりました。しかし、５月７日初めて会議を開いたことによって、よかったよという声をいただ

きました。それをもとに、これからも柗井議員が準町民制度証とかいろいろな意見を述べていただき

ましたが、参考にして、商工会を含む新しい事業者とか、一生懸命村もできることを検討しながら、

返礼品事業者だけでなく、村民と一緒に考えて、ふるさと納税を何とかしていきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 新課長、すばらしいと思いますよ。私はこのふるさと納税が100万円の時代

から興味を持ってやらせていただいているんですけれども、私の個人的な概念で言わせていただくと、

このふるさと納税については、さとふるさんが間に入っていますけれども、農協と商工会を抱き込ま

なかったら絶対だめだと最初から言っている。だからやっぱり、企画財政課長に言わせると、不確定

財産です、これは。納税してもらわなければ幾らかわからない。私は違うと何度も言っている。要は、

みんなで一生懸命やれば、それなりの納税はしていただけるんだと。この考えなくして、ふるさと納

税成功はないと思っているんですね。新しい課長のもと、一生懸命これについては頑張って、６億上

回る昨年、これにまた戻れるような頑張りをしていただきたいと、このように思います。 

 最後になりましたけれども、村長に伺います。 

 村長、来年どうするんですかと皆さんが私に聞くので、まだ早いから、そんなこと聞けませんと、

こういう話をさせていただいているんですね。そういう中で、村長には最初にこれを伺いたいと思う

んですよ。地方創生で真塩村長が一部を精査して、精米機、これを買うところを変更して、子育て支

援事業、例えば、不妊・不育治療等、異世代交流教室推進事業、通学路見守り事業、防犯カメラ設置

事業、こういう事業を変更してされたんですね。これについては、私は防犯カメラなんて非常によか

ったと思っていますし、村長にご自分のご意見を聞きたいと思うんですが、いかがですか。 

○副議長（髙田清一君） 真塩村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） お答え申し上げるというのか、変更した理由とか、そういうものを申し上げ

たいと思うんですけれども、私も３年前にならせてもらったときに、果たして精米機が必要かどうか、



－17－ 

それよりまだやるべきものがあるのではないかということで検討させてもらい、そして、これは全て

県、総務省とも相談して話をしたところ、それをやるより、私のほうで提案した、先ほど柗井議員も

おっしゃってくださいました任意予防接種の助成、あるいは不妊・不育治療の助成、防犯カメラの設

置とか、異世代事業等のそういうものをやりたいということで相談したところ、総務省のほうも実際

それのほうがいいと、精米機を買って何をするんですかということで、すんなりそれが変更になった

ところでございます。そしてこれは、それに基づいて村のほうでも計画を立てて、不妊治療とかそう

いうものに予算を振りかえさせてもらいました。 

 また、これについては私自身も職員の皆さん、そして住民の皆さんにもいろいろ話を聞いておりま

すけれども、やった結果については、私はよかったと。まだまだこれからそういうものに対して、ち

ゃんとしたものができることの方向に持っていってくださいというようなご意見が相当あります。そ

れらを精査しながら、これからもやっていきたいというように思っております。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） いろいろ公約がありましたけれども、例えば、給食費、逐次下げるとか、私

は、真塩村長の最初の登庁時の就任挨拶ですね。これを今持っているんですけれども、その中で、国

保税を引き下げます。２つ目が給食費を逐次引き下げます。３つ目が防犯灯と防犯カメラをふやしま

す。それ以降に７項目いろいろあるんですけれども、そういう中で、今までの経緯を見ると、達成さ

れているんじゃないかと思いますけれども、いかがですか、公約。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） ３年前に公約等を掲げさせてもらい、住民の皆さんの協力を得たということ

は確かでございます。 

 そういう中で、実際のところ、いろいろな相当数の公約が、小さいものもありますけれども、私自

身は３つにまとめて、大きく公約としてやらせてもらいました。国保税の引き下げを行いますという

ことについては、皆さんご存じのとおり、私もなってすぐに、たしかそのときに国保税の引き下げを

8.2％、そして今年度からまたさらに16.5％を、平均してなんですけれども、引き下げを実施させて

もらいました。 

 これについてはうちの役場の職員を褒めてみたいと思うんですけれども、健康福祉の関係で、そう

いうことにならない、それまでの過程を大事にして、生涯現役でいられるような、そういう施策、も

う病気になったり何かしたら国保を使って治してもらうんですけれども、その前の施策が、それが数

字がどのくらいということは出ませんけれども、そういうことが職員が努力してくれているというこ

とで、30年度も16.5％までの引き下げを行ったという最大の理由でございます。 

 また、給食費を順次引き下げますということについても、これについては第３子については無料と、
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そして、そのほかのものについてもとりあえず10％の引き下げをやらせてもらったところでございま

す。これについては、まだ完全に無料化とか、そういうものはできておりません。これを皆さんがど

う判断するかわかりませんけれども、これからもそういうものを何らかの手当をして、１つは先ほど

質問されたように、ふるさと納税とかそういうものが利活用できないかなということを考えながら、

これらについてもさらにやっていく必要があるのかなというように考えております。 

 そして、防犯灯と防犯カメラをふやしますという公約をさせてもらいました。これについては子ど

もたちだけじゃなく、お年寄りの人たちが本当に事件とかいろいろなけがに遭わないように、なるだ

け多くのものを設置したいということで、私は予算とかそういうものの許す限り、安全対策、そして

特に子どもたちの通学路の安心・安全なものをつくるべくやらせてもらい、今までになく相当のもの

ができたと。そして、そのつくり方もＬＥＤを利用したり、あるいは国の補助制度を活用して、なる

だけ村の負担にならないような方策を考えたつもりでございます。 

 そういう中において、私ははっきりいうと90％、公約の90％を超えたものがとりあえずはできたか

なと。さらにまだまだやるべきものはこの１年であると考えております。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） ２点目の継続事項と問題点・対策、これについては私のほうから。実は、中

央公民館、それと老朽化が激しい給食センター、この２点については、もう後へ、後へ、後へじゃ困

るんですね。やっぱり真塩村長の時代にきちっと実行していただきたい。それに対する問題点等あれ

ば、これは長引いていくわけですけれども、それを含めて、真塩村長にやっていただきたいと私は思

いますけれども、いかがですか、村長。 

○副議長（髙田清一君） 真塩村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 私もこれについては、本当に中央公民館あるいは給食センターの建てかえ等

は必ず実行したいということで考えております。これについて、どこまでいっているかどうかという

ことをはっきり申し上げることはできないんですけれども、先週も副村長を命令してはっきりと言う

と、防衛のほうに行かせました。これははっきり言うと金曜日ですけれども、そういう中で着々と進

んでいることは確かです。 

 それは別々に、コミセンとあるいは給食センター別々にするのなら、はっきり言うとすぐできるん

ですけれども、それだと低額補助で、これが低額補助も完全にできるかはわかりませんけれども、た

しか１億5,000万円だと思うけれども、そのようなことになってしまいます。しかし、その後におい

て、私どものほうで考えたのがまた防衛施設関係、ここにあるんですから、これに対していかに利用

できないかということで、75％の補助率のあるものを見つけさせてもらいました。 

 これをやると、例えば30億円かかるとすれば、75％のものが完全に来ますので、それを認めさせる
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ことがまず村としても、申請したからできるというものじゃないんです。はっきりいうと、こういう

ものは、ちゃんと誠意を持って町づくり計画とかそういうものをちゃんとして、そうじゃなければ認

めません。ということを順次、柗井議員がおっしゃるとおりに、私は道筋は今、はっきり言うと半分

ぐらいです。だけれども、これは必ず道筋はつけて、村でそれをつくっていきたいと。 

 そのほかのことについても、土壌オリンピックとかそういうものについても、講演とかそういうの

をしております。間違えないようによろしくお願いをいたします。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） よろしくお願いします。 

 １分になりましたので、第６次総合計画等含めて、村長として重視する事項はあろうかと思うんで

すけれども、これ私の願望ですけれども、要は、村として、村長として、危機管理能力、危機管理、

これについては十分残り１年、頑張っていただきたいなと。日大の暴力事件、神戸市の、例えば自殺

された方の中学３年生の遺書を隠す、これはなぜかというと、基本的にはダメージコントロールとい

うのが働くそうです。ダメージコントロールというのは誰もが持っているんです。隠そうとする気持

ちなんです。そうじゃなくて、やっぱり危機管理というのは、自分の良心に従って全部さらけ出す。

これが基本だそうです。これをやっぱり１年、含めて危機管理、榛東村のガバナンスを確実に確立し

ていっていただきたい、このように思います。 

 これをもって終わります。 

○副議長（髙田清一君） 以上で柗井保夫議員の一般質問を終了いたします。 

 ここで休憩といたします。開会を10時55分といたします。 

午前１０時３５分休憩 

─────────────────────────────────── 

午前１０時５５分再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 

 質問順位２番村上慎一議員の一般質問を許可いたします。 

 ４番村上慎一議員。 

〔４番 村上慎一君登壇〕 

○４番（村上慎一君） 皆さん、こんにちは。 

 多分、去年の今回だと思うんですけれども、初めて議員になりまして、初めて一般質問したとき、

榛東村広馬場18区から来ました村上慎一ですと挨拶をしたんだと思います。なぜかといいますと、傍

聴席の方を見ても、ほとんど知っている方もいらっしゃらなくて、今思えば、去年の今回の一般質問

のときには、家族にも選対の方にも、誰にも一般質問をしますということも告げずに、この議会が終

わってから何人かの議員の人に、慎ちゃんは誰にも言わなかったんかいとか言われて、言うんかなと
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か、それすらもわからずにこの壇上へ立って、よく覚えていませんけれども、何かしら一般質問させ

ていただいたことを記憶しています。 

 いろいろ、世間では余りいいニュースがないんですけれども、我が榛東村においては４月に、先ほ

ど村長言われましたように、自分と同い年の定年退職を迎えて退職された５人の方のかわりに、かな

り年齢を若くした課長さんたちが新しく執行側に加わっていただきました。多分新しいいろんな意見、

考えを持って榛東村の行政のために活躍してくれるんだと思って、すごく期待をしています。 

 それと、先月、臨時議会がありまして、阿佐見教育長が全員一致で、それも挙手じゃなくて、初め

て起立という方法で賛成をさせていただいて、みごとまた再任をしていただきました。ここだけの話

なんですけれども、私、教育長のファンでして、学校の英語に対する取り組みだとか、この間、文教

厚生常任委員会で内田洋行さんに視察も行きましたけれども、群馬県担当の方に聞くと、お忍びかど

うかわかりませんけれども、阿佐見教育長も来ましたと言っていました。影になり日向になり、村の

教育のために尽力をしてくれますし、また、公的な発達障害の子どもたちのためにも手厚く気を回し

てくれますので、またこの３年間、榛東村の子どもたち、教育に対してはひと安心なのかなと自分で

は思っています。 

 先ほど言ったように、いろんな方から、もう慎ちゃんなれたかいとか、なれましたかと質問を受け

るんですけれども、一向になれません。いつも一般質問が終わって、果たして何を言ったんだかとい

うのは、自分で書いたものを確認したぐらいで、なかなか記憶に残らないぐらい緊張の時間で50分を

終えているんですけれども、自分の考えとして、政治を勉強して議員になったわけではなくて、去年

の立候補の際も、政治理念ですとか議員の活動方針とか何もなく、いろんな言葉のやりとりの中から

立候補という選択肢を持ってここにいることになったんですけれども、ここに来るようになってから、

自分でもびっくりするぐらいにちょっとストイックな気持ちになって、いろんなことを勉強しないと

応援してくれた人に顔を合わせられないかなと思って、去年は４回、議会事務局でときどき配付して

くれる地方議会議員の結集会、池袋であるんですけれども、忙しい時間の合間を縫って、４回参加し

てきました。 

 ことしは４月に１回参加して、なるべく自分が追い求めているテーマに沿った講師の方と仕事の合

間のタイミングでマッチングしたときに、ときどき池袋へ行って勉強してくるわけですけれども、当

初、議員になるきっかけになった意見というか言葉の中で、うちの選対の３人からは、基本的には議

員という仕事は民意の反映だと、住民の意見を村に伝える役目をできるのが議員だと。 

 私は常々、１回目から執行側の方にも申し上げているように、この村をよくしようという考えは、

議員も執行側も村民の方も全部同じです。だから、追い求めていることは全て同じですよね。ちょっ

と立場が違って、村の方に許認可を与えたり制度を教えたりできる執行側の方と、議員側とすれば、

その執行側のお金の使い方とか施策が果たして村民の言っているとおりになっているかどうかのチェ

ックを持つ機能もありますし、また村民の方は、私たち議員に対してちゃんと仕事をしているのかど
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うかということでいつも見守っていてくれます。 

 できれば、常に住民の方からのテーマを質問したいわけなんですけれども、なかなか直接、慎ちゃ

ん、これとこれとこれをちょっと一般質問してくれよというテーマが全部出そろわないわけなんです

けれども、今回もいつもどおり３点、一般質問したいと思っているんですけれども、１つが学童保育

の保育時間、先ほどからいろいろ話が出ている地方創生の時代に入って、日本は人口減少で世界の類

を見ないとんでもない減少効果で、これは昨年、「未来の年表」という本を読んで、ちょっと勉強し

て怖いなと思ったんですけれども、つい最近、「未来の年表２」というのがまた出まして、またちょ

っと忙しい合間に買って読ませてもらったんですけれども、また怖くなりました。 

 これは、単純にこうなるという予測でなくて、これが今、毎日毎日自分たちの身の周りに起きてい

る現象を言いあらわしているので、とんでもない人口減少の状態の中で、多分、日本中の自治体がう

まく縮んでいく努力をするしかないんだろうと思っています。 

 学童保育の保育時間と、２番目が村内公共施設の民間とか商業施設、あとパイを広げて耕作放棄地

等、積極的な連携や活用をして、村外からの来場者をふやせないかという漠然とした質問なんですけ

れども、先ほどのふるさと創生と同じだと思います。なるべく転入者がふえればいいんでしょうけれ

ども、奪い合いの状態になりますので、できれば村にかかわり住民がふえれば、私はそれでいいのか

なと思っています。 

 それともう一点、地域発電ですね。榛東村には、白子ソーラーパワーという発電施設がありますの

で、今、原発でいろいろ問題になっていますけれども、再生可能エネルギーの１つが村内で所有して

いますから、その有効活用を質問したいと思います。 

 先ほど言ったように、新しく５名の課長さんが参入されて、村長のほうからは優しく質問をするよ

うにという心温まる課長さんに対する意見がありましたので、私はそれを見習って、質問は優しくし

たいと心がけて、以降、自席に戻って質問に移りたいと思います。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） まず、１番目なんですけれども、これは住民の方から意見がありまして、村

では、小学生でも学童保育に通うことができます。ただ、この間、ちょっと幼稚園とか行って勉強さ

せてもらった中で、幼稚園、保育園は何だか７時台とかに子どもを預けることができると。ただ、そ

れが小学生に上がってしまうと、１年生の壁があって、学童保育、夏休みとか土曜日、学校が休みの

とき、預けられるのが８時からという規則になっています。 

 村で募集していた学童保育のご案内というやつもちょっと見たんですけれども、皆さんご存じのよ

うに、榛東村は前橋、高崎等々近郊都市のベッドタウンでして、村外へ働きに出ている方が多くいま

す。その中には女性もかなりいらっしゃって、夏休み長期にわたって勤務するとき、８時からとなり

ますと、通常、民間の会社の始業が大体８時からというところが多いものですから、フルタイムで働
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けなくなってしまうと、そうなると、村長掲げる住みよい安心で安全で子どもに優しい榛東村なんで

すが、お母さんとすれば、例えば小学生に上がったばかりの１年生の子をまさか学童保育まで歩いて

いきなさいともなかなか言えないので、何とかして、たとえ30分でも預かってくれる学童保育の時間

を変更していただけないかという意見がありましたので、それを質問します。よろしくお願いします。 

○副議長（髙田清一君） 山本住民生活課長。 

〔住民生活課長 山本正子君発言〕 

○住民生活課長（山本正子君） 学童保育についてなんですけれども、土曜日や夏休み等の長期休校

期間の学童保育については、受け入れ時間を早くしてほしいというお話は以前にも聞いております。 

 現在、先ほど村上議員もおっしゃったとおり、村の学童保育の開始時間は午前８時からということ

で、指定管理受託業者と契約をしています。３年の指定管理委託期間が今年度で終了いたしますので、

平成31年度からの指定管理委託業者選定を今年度に行います。利用者の利便性を考慮した学童保育と

なるよう選定委員会に諮ってまいりたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） ありがとうございます。 

 今、村内の学童保育の運営が指定管理者に任せて、来年度の切りかえ時期に時間の変更をしていた

だけるということなんですけれども、幼稚園で園長先生と話をさせてもらったときに、働く方がかな

り大変だと。南幼稚園で園長先生に聞いたときには、南小の前にあるところで、土曜日、１人の男性、

若い職員が朝から晩まで見ていると。ですから、園長先生が懸念されたのは、果たして人が見つかる

んでしょうかという疑問を逆に投げかけられました。 

 それで、村の総合戦略、それを見ている中で、子どもの教育に対しても、地域で育てようという言

葉がありました。私が思うには、先ほど通学路見守り隊という話もありましたけれども、夏休み長期

にわたって資格を持った方が、例えば７時半からとか７時から８時の間に何か教育をしなくてもいい

んじゃないかと思っています。子どもたちも本来いろんな情報を見てみますと、本当は行きたくない

と子どももいるみたいです。近所の子どもたちと本当は遊んでいたい。だけれども、うちはお母さん

に車に乗せられて、毎日夏休みだけれども、学校へ行くんだという感覚を持っている子も、いろんな

考えはありますけれども、いるんだと思うんですけれども、そこで、地域の見守り隊と同じように、

例えばボランティアの方に、近所の人たちに学童保育の場所で出迎えをしていただいて、始業する８

時までとすれば、費用がかかるかどうかはわかりませんけれども、気心の、昔のように近所のおじさ

ん、おばさんが受け入れてくれて、お母さんは先生がいないとしても近所のおじさん、おばさんに預

けて30分間、おじさん、おばさんからいろんな昔話とかしながら時間を潰すことができれば、指定管

理者の負担もなくなるでしょうし、以前から村長言っているように、榛東村は人がいいんだから、人
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が集まると、その人のよさと共助の力を持った村民の人たちの力をおかりして、もし受け入れ時間を

早めることができれば、指定管理者に負担を全部乗せることなく、子どもたちも安心して学童保育に

行けると思うんですけれども、そんな考えは、村長、いかがですか。 

○副議長（髙田清一君） 真塩村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 村上議員のおっしゃるとおり、いろいろな提言もされました。これは本当に

議会との、行政でもやっぱり気づかない点じゃないかなというように思っております。かといって、

これをするがためにボランティアの方たちを募集したときに、そういうことが完全にできるかどうか、

それと、たしか学童保育についても何人とかそういうので、やっぱり何人いなければならないとか、

そういう制約もあるかと思います。何といっても、総合計画とかそういうものについても、行政だけ

ではできない、本当に村民あるいは地域の人たちに協力して一緒に働くというんですか、協働と私言

っていますけれども、協働の精神の中でやっていかなければできないことがいろいろあるかと思いま

す。その中には見守り隊ですか、そういうこともいろいろあります。 

 そういうことも含めて、先ほど住民生活課長のほうから話がありましたけれども、それを来年の指

定管理者とか、そういう中においてそれが検討できるかどうか、検討の材料にさせてもらいたいとい

うように思います。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） 課長、来年、指定管理者の更新の時期に、受け入れ時間の30分ぐらい短縮と

いうのは織り込んでいただけるということでよろしいですか。 

○副議長（髙田清一君） 住民生活課長。 

〔住民生活課長 山本正子君発言〕 

○住民生活課長（山本正子君） 先ほども申しましたけれども、今年度、指定管理者委託業者選定委

員会を行います。その中にそのことも盛り込んで、会議を進めていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） ありがとうございました。 

 多分、18区でも、かなり上のほうに振興住宅地で若い世代の家族が移住してくれました。当然、若

い夫婦ですから子どもも小さく、ただ、何度も言うように、榛東村は人がよくて、住みやすくて安

全・安心で、また教育面も、村でありながら他町村とはちょっと抜けたぐらいにいろんな施策で恵ま

れていると。ぜひそういう人たちが榛東村で子どもを育てたい、教育をさせたいということで人口が

ふえれば、先ほど言って話したことと重複しますが、人口の奪い合いではありませんが、村に興味を
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持って住んでくれる方がふえることは榛東村に対してはプラスなわけなので、ぜひともその面もよろ

しくお願いしたいと思います。 

 かわりまして、２番目の村内公共施設や民間の商業施設、耕作放棄地等積極的な連携や活用による

来村者の増加を図りたい。言葉が回りくどいんですけれども、先ほど言ったように、榛東村は村です。

もうどう転んでも都市にはなりません。高校もありませんし、大学もありません。ですから、皆さん

が認知しているように、榛東村は環境豊かで住みやすくて、子どもを育てるところには最適な地域と

いうことを売りにして、子どもたちが大学へ巣立っていくまでは、何とか榛東村へ移住者をふやして

人口増加を図れれば、榛東村とすれば幸いだと思います。 

 それと、常々自分が考えているのは、先ほども言ったように、もう日本全体が急激な人口減少があ

って、もう100年減り続けます。どういうふうに頑張ってもふえるすべはありません。これはもう今、

一般的に農家の人がきょうはいい天気だなという挨拶と同じぐらいに、もう少子高齢化、人口減少と

いうものは老若男女が普通に言っているんですけれども、これは普通に受けとめては本当は怖い現象

で、もう日本は自分が思うには、半分は壊れたという感覚を持っています。 

 でも、そんな中でも、自治体は賢くいろんな施策を打ち出しながら実行して、住みやすくて安心な

自治体でいなくてはならないわけなんですけれども、先ほど言った公共施設や民間の商業振興、耕作

放棄地、もう何でもありみたいなことを言っているんですけれども、先ほど柗井議員が空き家対策の

質問をされていましたけれども、マイナスの点を逆にプラスに考えれば、先ほど冒頭言ったように、

榛東村は村ですから、町ぶったって誰も来てくれません。村のよさというのを都会の人にアピールす

る、村外の人にアピールして、例えば週末には何かのイベントがあって30人榛東村に来てくれるとか、

波多野議員とはときどき話したんですけれども、走る大会を催しして、そのときには全国から50人集

まってくれるとか、思い出しましたけれども、去年は５月、臨時の議会広報が出て、16期の皆さんが

抱負を語ったんですけれども、私だけ変な抱負で、先日ハルヒルの試走に行ってきましたということ

から始まったんですね。苦しい思いで坂を上がっていると、下ってくるライダーがこんにちはと、大

体笑顔で声をかけてくれるんですけれども、苦しいときに優しくしてもらえると、こんなありがたい

ことはなくて、そう思うと、この間も大会にまた出場して、何と成績は201位で誇れるものではなか

ったんですけれども、何か頭の中に思い浮かべながら、足をつくことなくゴールができましたけれど

も、いろんなことで村内にかかわる人をふやして、その時間帯、曜日、その月には榛東村の人口が50

人ふえるとか、この月になったら2,000人ふえたとか、そういういったことがいろんな施策で皆さん

知恵を出し合って実行できれば、同じこの榛東村なのに、いつの間にか何か活気があるとか、そんな

ことが図れればと思いますので質問するんですけれども、ふるさと住民票の活用による榛東村にかか

わる村外住民をふやしたいというのが１番目にあるんですけれども、これ、構想日本というシンクタ

ンクが打ち出したんですけれども、群馬県でも太田市の清水市長さんとか、下仁田町の金井町長さん

が共同の呼びかけ人となって、この会を立ち上げました。 
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 思いは同じで、住んでいなくても、地元にかかわってくれる住民をふやしたいという思いです。ひ

とつ余り聞きなれないんですけれども、ふるさと住民票の活用で、村内にかかわる人口をふやすこと

ができないでしょうか。課長、お願いします。 

○副議長（髙田清一君） 早川企画財政課長。 

〔企画財政課長 早川弘行君発言〕 

○企画財政課長（早川弘行君） 今、議員ご質問のふるさと住民票ですが、民間のシンクタンク構想

日本、これが提案する制度でありまして、自治体の出身者、それからふるさと納税を行っていただい

た方、この方々にふるさと住民票を発行いたしまして、広報などの発送、それからパブリックコメン

トへの参加、公共施設の住民料金、住民対応での利用、それから、祭りや伝統行事への案内、これら

などを行うことによりまして、その方と自治体とのつながりを築きまして、まちづくり、むらづくり

の参加を促す制度の１つと認識しております。 

 議員おっしゃるとおり、この制度の共同呼びかけ人といたしまして、群馬県内では太田市長、それ

から下仁田町長が名を連ねておりますので、両市長や既に導入している他の自治体、こちらの例を参

考に、制度やそれから効果などを検証いたしまして、本村に人を呼び込む施策に今後も取り組んでま

いりたいと、そのように考えます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） ありがとうございます。いっぱい勉強したみたいでよかったです。 

 ２番の榛東村も、例えば甘楽町とか長野原町のようにクラインガルテンというシステムがあるんで

すけれども、そこまで行けるかどうかわからないですけれども、耕作放棄地の利用として、そんな方

法も考えて、これも先ほどと同じ、村外者を村に呼び込めないかと思っているんですけれども、いか

がでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 企画財政課長。 

〔企画財政課長 早川弘行君発言〕 

○企画財政課長（早川弘行君） 先ほどご質問のクラインガルテンと呼ばれております、日本語とい

いますか漢字でいいますと、滞在型の市民農園でございますが、都市農山村漁村交流活性化機構とい

うものがありまして、そちらの資料によりますれば、1990年代初めに長野県などで開設され、その後

全国に広がりまして、現在では70を超える市民農園のほうが開設され、公設民営のものが多いという

ふうにあります。 

 運営主体といたしましては、市町村以外では農業協同組合、農業生産法人、地域の生産者組合、Ｎ

ＰＯ法人等が担っております。施設面では、全国平均といたしまして、１区画が農園面積が100平方

メートル、それからドイツ語でラウベと呼ばれているんですが、宿泊もできる休憩施設、これは全国
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平均で42平方メートルが併設されておりまして、年間の利用料金、これが宿泊施設の光熱水費を除き

まして約40万円ほどということになっております。利用に際しましては、地域住民との積極的な交流、

それから年間活動プログラムへの参加、公益部分への共同作業への参加、こちらなどが利用要件とし

て定められております。 

 なお、この区画は、１区画、２区画と点在しているのではなく、ある程度まとまった区画数で構成

されているものがほとんどでございます。まとまって構成されているために、小型耕運機や刈り払い

機、これらの農業用機械の共同利用、それから農作業の指導・助言を行ってくれる方の確保、それか

ら農作業の受託、これらのサポート体制を整えることで、地域との交流もできるものだと考えており

ます。 

 議員が例として挙げられました長野原町と甘楽町、こちらの滞在型市民農園、クラインガルテンで

すが、長野原町につきましては、八ッ場ダム、これによりまして、人口が減少した地域、こちらの交

流人口をふやそうと下流都県からの基金、これを財源として整備されております。甘楽町では、栽培

講習、それから収穫感謝祭、農園づくりコンテストなどを行うことで、地域での、それから利用者同

士、オーナー同士での交流を深めております。 

 このクラインガルテン、滞在型市民農園でございますが、これを開設するためには、先ほど申し上

げました農園、それから宿泊施設等のハード面の整備はもとより、作業の受託やボランティアでの協

力、それら来てよかったと思ってもらえる受け入れサポート体制を整えることが継続的に事業を進め

ていく上で重要と考えておりまして、事業化のハードルは少し高いと感じております。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） 同じ県内でもそういった実施例がありまして、なかなか行政だけの行動では

難しかったり、先ほど村長も言われましたけれども、協働で皆さん力を合わせて取り組んでいけば、

耕作放棄地は何もやらなければふえる一方です。 

 先ほど課長が言われたように、私が考えているのは、耕作放棄地を使っていただいて、先ほど、建

設課長が答弁しましたけれども、空き家なんですけれども、これをクラインガルテンの宿泊施設に利

用ができれば一石二鳥なんていう、うまいことを考えているんですけれども、それと関連して、３番

目の空き家対策として、村外来場者をふやせないかというのがあったんですけれども、きのうネット

の中で、南牧村、日本一高齢化率が高い、人口が1,911人しかいない村が空き家対策として取り組ん

でいまして、インターネットを見ると、不動産屋のホームページに行っちゃったんじゃないかという

ぐらい古民家の写真、中の写真と成約済みとか交渉中とか、そんなことまでやっていて、積極的に人

口減少に対して施策を実行している例がありました。 

 とすれば、先ほど柗井議員の中からも、空き家対策でいろんな法律があったりとか条例等々で厳し

いんでしょうけれども、南牧村は、南牧山村ぐらし支援協議会というのを立ち上げて、執行側の方が
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村民に積極的に声をかけて、どんなに古い家でも片づいていなくても、それを掃除をしたりとか、１

回だけ借りてくれるとか、条件がいろいろありますからということで、かなりの件数が賃貸と売却で

成約となっています。 

 榛東村も単純に誰かこの家をリフォームして使ってくれませんかと言っても、その情報がなかなか

つかめないので、南牧村のホームページに写真つきで上げるなんていうのがすごい効果的だと思いま

す。だから、もしできるのでしたら、榛東村は、先ほど課長の説明で、101件の空き家があるわけで

すから、その地主さんと確認をとって、例えば賃貸、売却、取り壊し、その意思確認をすれば、その

空き家の今後の扱い方が決まるので、大変だとは思いますが、その101件を確認していただいて実行

していただければ、空き家もなくなって、防犯上もよくなりますし、もしかすれば、後々クラインガ

ルテンのように農地も一緒に借りて、幸い村は県外の姉妹都市とか防災協定都市があります。大井町

は見ていたら、もう実際アグリメディアという機関を使って、農業の取り組みをもう実行していまし

た。何度も言うように、榛東村は村です。間違っても都会にはなりませんから、村のよさを外部へ発

信して、かかわる住民がふやせればと思っています。 

 ２番は終わって、３番目、地域発電の活用についてということについて質問させていただきます。 

 まず１番に、白子の海ソーラーのＦＩＴ終了後の利用計画はどうなっていますか。 

○副議長（髙田清一君） 狩野産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 榛東村太陽光発電所は、株式会社白子と20年間の借地契約を行った

7,100平米の土地に建設されており、この契約終了時に、撤去した上で返還する予定となっておりま

す。この撤去費用として見込まれる金額の積み立ては現在行っております。また、パワーコンディシ

ョナーなどの主要な発電用機械の耐用年数が10年であり、発電所を安定して稼働させるためには、設

置当時の見積もりで2,400万円の機械購入費や年額約210万円のメンテナンス費用、また借地契約の継

続交渉と地代の支払いが必要になることも撤去とする理由となっております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） ありがとうございます。 

 そうすると、当初設置したとき、村の広報に出たんでしょうけれども、ＦＩＴとしての活用とあわ

せて、あそこの施設は非常用電源として、危機管理太陽光発電所として経産省からも認定を受けてい

るという表現をされていました。そうなると、あの太陽光発電で賄える電気容量はどのくらいでしょ

うか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 
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○産業振興課長（狩野宏記君） 自立発電所の運営が認定された施設で供給可能な、そんな施設の電

気容量は、榛東村太陽光発電所に併設される危機管理太陽光発電所の発電容量8.82キロワットで、ほ

かの施設で利用可能な電源ではありません。ポータブルな蓄電池を２台設置しており、設置している

32型のテレビを約10時間程度利用できるという蓄電能力となっております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） あの大きなモジュラーをもって、大容量の発電量があると思うんですけれど

も、今、いろんなところで地域発電とか、３日前の日経か何かにも、行政が一緒になって地元で電気

をつくって、地元で使うということの取り組みが盛んなようです。 

 榛東村には、もう既存の事実として白子のところに太陽光発電がありますので、これを例えば、今

借りているわけですから、用地の賃借料等、メンテナンス費用とかパワコンとか、かかる費用ですね。

それと比較して、今度は村で使える年間の発電容量を電気料金にかえたとき、ぜひ試算をしてみて、

プラスになるようでしたら、国からの方向で低炭素化ということも義務づけられていますけれども、

何度も言いますように、あそこに発電所がもうありますので、20年の契約終了後に解体して更地で返

却ということのようですけれども、もしそれがプラスになるんでしたら、ぜひ再度契約を変更して村

のために使えれば、災害時にも、今、課長に聞いたように、電気１台と電話１台ですか。テレビ１台

と携帯電話の充電が３つじゃなくて、あの大きい容量を持っていれば、それを電源を変えることによ

れば、もう公共施設の電気がつくとか、電線網の電源をつなげば、各行政区の公会堂の電気がつくと

か、そんなことは簡単にできることなので、ただ、費用がそこでプラスになるかマイナスになるかと

いうことは重要なことなので、そこら辺はお考えでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 平成29年度の賃借料は約171万で、太陽光発電所の発電実績値が65

万6,232キロワットアワー、売電収入としては約2,835万円あります。この実績値は、一般家庭約221

軒分の年間消費電力量と同等です。また、災害時一番大事な榛東村役場、役場庁舎の年間消費電力量

と比較すると、発電量は上回っております。 

 買い取り制度後に発電を継続し、10年間庁舎電力として使用する場合には、たくさんの必要な経費

がかかってきます。例えば、パワーコンディショナー、またメンテナンス費用、土地の賃借料、あと、

夜間、役場がついたり消えたりは困りますので、安定した電力を蓄電するために、蓄電池設置費用と

いう莫大な費用がかかっています。この蓄電池、村上議員もご存じでしょうが、今のところ１キロワ

ット当たり20万円というリチウム電池が主流となっておりまして、役場を安定させるためには相当金

額が来てしまいます。計算等、今ざっとしていますけれども、庁舎の発電量に対して支払っている金
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額が超えてしまうことが今のところ見込まれておりますので、もう少し検討させてください。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ４番。 

〔４番 村上慎一君発言〕 

○４番（村上慎一君） ありがとうございます。 

 蓄電池とかパワコンの価格も、年々技術開発を伴って、価格が下がっていますので、ＦＩＴ終了時

の前にぜひもう一度試算していただいて、何度も言いますように、これだけ大容量の発電所を持って

いるわけですから、あとは維持管理費との兼ね合いになってしまうんですけれども、もしプラスにな

るようでしたら、ぜひ有効活用していただければと思います。 

 時間が８分余ったので、別に次、意見はないんですけれども、先ほど村長言われたように、５名の

新しい課長さんが今度加わっていただきまして、多分若い人の意見というのは、今までになかったよ

うな発想とか行動に移せると思いますので、大いに私は期待をします。 

 議員側も一生懸命それに応えるべく、日夜勉強しながら、１回目から申し上げるように、両輪とい

うか執行側と議会側、村民を含めてこの三輪車はいつも同じ方向を向いています。みんなが幸せで安

全に暮らせる榛東むらづくりのために、同じことを考えて、ただ、座っている位置が違ったり、ちょ

っと体制が違うだけで、村長言われたように、協働して村をよくしていければと、こちら議員側も全

員思っていますので、何度も言いますけれども、５人の課長さんには大いに期待しますので、かとい

って、今までの課長さんに期待しないわけではないんですよ。ぜひ活躍を健闘、お祈りしながら質問

を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○副議長（髙田清一君） 以上で村上慎一議員の一般質問を終了いたします。 

 ここで昼食休憩といたします。開会を午後１時といたします。よろしくお願いします。 

午前１１時３９分休憩 

─────────────────────────────────── 

午後１時再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 

 質問順位３番川田敏彦議員の一般質問を許可いたします。 

 ５番川田敏彦議員。 

〔５番 川田敏彦君登壇〕 

○５番（川田敏彦君） ５番、日本共産党、川田敏彦です。 

 きょうの一般質問は、茅野遺跡から出た重要文化財の展示されている耳飾り館と国指定の茅野遺跡

について、それから２つ目にふるさと公園のことについて、それから３つ目に榛東村に搬入された鉄

鋼スラグについて質問いたします。 

 午後の時間、お昼過ぎになりました。いい気持ちになってくるところだと思います。くれぐれも寝
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ないようによろしくお願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 一般質問を始めます。 

 最初に、今、国会で文化財の保護法、それから教育基本行政法、略ですけれども、この一部改正が

行われています。これがちょうど私たちの榛東村にある重要文化財、史跡を改めて見直すいい機会だ

というふうに思います。今のこの文化財保護法と地方教育行政法の一部改正の要旨と内容をお願いし

ます。 

○副議長（髙田清一君） 小池教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） ただいま川田議員から文化財保護法一部改正についての概要

をということで、ご説明をさせていただきます。 

 正式には、文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律とい

う名称になります。これは今国会で審議をされ６月１日に成立したもので、平成31年４月１日から施

行されるということになったものでございます。 

 このたびの改正の趣旨でございますが、過疎化、少子高齢化等の社会状況の変化を背景に、各地の

貴重な文化財の滅失、散逸などの防止が喫緊の課題となる中、これまで価値づけが明確でなかった未

指定を含めた有形・無形の文化財をまちづくりに生かしつつ、文化財継承の担い手を確保し、地域社

会総がかりで取り組んでいくことのできる体制づくりを整備するため、地域における文化財の計画的

な保存・活用の促進や地方文化財保護行政の推進力の強化を図るというようにされております。 

 先ほどご説明したとおり、６月１日に国会で成立したばかりの法律でございますので、実質まだこ

ちらの教育委員会にも細かい内容の説明等はない状況ですので、文化庁のホームページに掲載された

文言をもとにご説明をさせていただいております。ただいまの趣旨の説明も同様でございます。 

 内容についてでございます。 

 まず、文化財保護法の一部改正の主な内容についてですが、大きな柱立てとしては４つございます。 

 まず１つ目が、地域における文化財の総合的な保存・活用というものでございます。内容としては、

都道府県が文化財の保存・活用に関する総合的な施策の大綱を策定することができるというのが一つ。

また、それを受けて市町村がその大綱を勘案して、文化財の保存・活用に関する総合的な計画を市町

村ごとに作成し、それを国に認定を申請できるというのが一つ。また、市町村は地域において文化財

所有者の相談に応じたり、調査研究を行ったりする民間団体を文化財保護活用支援団体として指定す

ることができるというのが１つ目の柱の内容になります。 

 ２つ目の柱としては、個々の文化財の確実な継承に向けた保存・活用制度の見直しでございます。

国指定等文化財の所有者または管理団体は保存・活用計画を作成して、国の認定を申請できること、
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また、所有者にかわって文化財を保存・活用する管理責任者については選任できる要件を拡大して、

高齢者等により所有者だけでは十分な保護が難しい場合の対応を図ることができるようになるという

ことでございます。 

 ３つ目の柱としては、地方における文化財保護行政に係る制度の見直しでございます。地方公共団

体の長が文化財保護を担当する場合、当該地方公共団体には地方文化財保護審議会を必置というふう

になりました。また、文化財の巡視や所有者への助言等を行う文化財保護指導員について、今までは

都道府県に置いていたわけですが、市町村にも置くことができるようになったということでございま

す。 

 また、最近、文化財への落書き、いたずら等が社会問題ともなっている中、４つ目の柱としては、

罰則の見直しというのが盛り込まれております。これは文化財の損壊や危機等に係る罰金刑の引き上

げ等になっております。 

 また、文化財保護法の一部改正とあわせて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正

も行われるわけですけれども、その内容につきましては、地方公共団体における文化財保護の事務は

教育委員会の所管というふうにされておりますが、条例により地方公共団体の長が担当できるように

したというのが今回の改正の中の大きな改正点であるということになっております。 

 今国会で成立したばかりなので、具体的な内容についてはこれから国や県からの説明があると思わ

れます。 

 以上でございます。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） ありがとうございます。 

 今回の改定で文化を文化戦略にすると、経済における文化というような位置づけがありますので、

また条例化するときにはいろいろなまた議論を呼ぶかというふうにも思います。 

 今回の国会で諮られて、議論がされて、改めて榛東村にある文化財、国重要の指定文化財の耳飾り

館と国指定遺跡の茅野遺跡、これを改めて見直すいい機会になるというふうに思います。この前、耳

飾り館と茅野遺跡に行ってきました。ちょうど幸運にも学芸員の人がいたんです。ちょうど学芸員の

人が事細かく教えてくれましたので、この耳飾り館に飾ってある重要な出土品、それの重要性とそれ

から価値こういうものを細かく教えてもらいました。また、あわせて茅野遺跡、縄文時代の私たちの

祖先のいろんな暮らし、そういう話も聞かせてもらいました。 

 こういう重要な国指定の遺跡、それから出土品を展示した耳飾り館これがありまして、私、そこへ

行ってみて、一番最初に行ったときには駐車場にとめて、とめたと思ったらデイリーヤマザキだった

んです。ちょっとわからなくて、あそこじゃないというので下のほうに行ってとめて、見て、ちょっ

と本当にこんな大事な耳飾り館、博物館ですよね、それにしてはちょっといろんな人が入りづらいな
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というような印象を受けました。 

 それから、下の史跡のほうにも行ってみようと思ったんですけれども、すぐわからなかったんです。

学芸員の人に聞いたら看板がありますというので、行ってみたら確かに看板がありました。卯三郎こ

けしを過ぎたところにありました。あそこは何回も私も通っているんですけれども、気がつかなかっ

たんです。そういう点では、こういう重要な国指定の文化財これがありながら、またその史跡もあり

ながら、それがそれ相応の扱いになっているんだろうかとそういうふうなのをちょっと印象で思いま

した。 

 それから、茅野公園に下っていって広場なんです、公園ということです。見たら看板がありまして、

そこに掘っているときの写真、それから説明というのがありました。ああいうのが実際にもうちょっ

といっぱいあって、自分が今、立っているところの下でこういう水飲み場だとか、住居跡だとかそう

いうものがわかればもっと親しみやすく行けるなと、それから自分たちの誇りを生かせるなというふ

うに思ったわけです。 

 これを今後、この活用という点では今どういうふうに計画をしているか、教えてください。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） それでは、今、看板がわかりにくいというお話、あとは今後

のアピールや活用というお話だったと思いますので、お答えをさせていただきたいと思います。 

 駐車場につきましては、今、川田議員さんのご指摘のとおり、大通りに面した形にはなってござい

ませんが、とりあえず景観を損なわない程度に、駐車場はこちらという案内は表示はさせていただい

ておるところでございます。 

 また、村内、村外含めて耳飾り館を観光案内する掲示板は全てで８カ所設置をさせていただいてお

ります。村内に６カ所、吉岡に１カ所、渋川に１カ所、この辺はしんとう温泉やワイナリーやふるさ

と公園などと合わせた大型の案内看板となっております。 

 また、茅野遺跡のところがなかなかわかりにくいというのはご指摘のとおりだと思います。茅野遺

跡の看板につきましては、西と、あと南の茅野遺跡入り口のところの案内看板のほかに、あとは３区

のコミュニティセンターのところに看板があるかなというふうに思っております。 

 看板が例えばこの後、増設したとしても、茅野遺跡の場所そのものがわかりにくい状況であること

はなかなか変わらない部分でございますので、今は耳飾り館にいらっしゃったお客さんが茅野遺跡に

興味を持ってそちらに足を向けるという動線になっていることが多いのかなというふうに思っており

ますので、耳飾り館で職員が直接地図をお渡しして、いろいろと行き方にしても、あるいは茅野遺跡

の今までの歴史にしても丁寧にご説明をしようということになっております。 

 扱いがもう少しというお話がございましたけれども、耳飾り館の重要性は教育委員会も十分承知し

ているところで、アピールは今のできる中でしっかりやらせていただいているところでございます。
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昨年度につきましては、耳飾り館のホームページを新たに開設したというのはこの議会でもご報告を

させていただいたと思います。そのホームページの中で茅野遺跡のこともあわせて丁寧に載っていま

すので、今は非常にネットが普及している社会ですので、そこは活用が非常に期待できる部分かなと

いうふうに思っています。 

 また、以前から伊香保の観光協会を通してホテルへの耳飾り館の案内をさせていただいているとこ

ろです。また、昨年度もＦＭ群馬であったり、あるいは群馬テレビであったり耳飾り館を取り上げて

いただいた企画が何回かあったんですけれども、メディアを通してのアピールもさせていただいてお

ります。 

 また、今年度については、吉岡町でこの４月、５月の間に花と緑のぐんまづくり2018が開催された

わけですけれども、本村の産業振興課とともに参加協力をさせていただいて、吉岡町で実施している

スタンプラリーのチェックポイントとして耳飾り館もそこでアピールの場として活用させていただい

たというふうにしております。今のところ、概算ですけれども、1,000人を超える方が吉岡町のその

花と緑のスタンプラリーをきっかけに、榛東村の耳飾り館に来てくださったということが集計で出て

おりますので、いろいろといいアピールもできたかなというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） ありがとうございます。 

 質問ちょっと多くやり過ぎちゃったので、１つ飛ばさせてもらって、次に、茅野遺跡と耳飾り館の

出土物の歴史的な遺産としての学術的価値から、特色はどうに生かされているのかというのをちょっ

とお聞きしたいと思います。 

 例えば耳飾り館は博物館ということになっています。博物館というのは収集したり、それから一般

の人たちに見せたりというのとあわせて調査研究をするというのがあります。耳飾り館から茅野遺跡、

調査研究というのは予算がどんなことをしてどんなふうに使われているか、簡単でいいですけれども、

教えてください。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） 予算のことについてなんですけれども、耳飾り館、厳密には

博物館類似施設というくくりになります。耳飾り館の学芸員が今、研究調査にも当たっているわけで

すけれども、耳飾り館全体の予算につきましては、維持管理費、運営費ともに毎年、必要十分な予算

をつけていただいているというふうに思っております。 

 研究費という形での予算書上の明確な項立てとしては予算計上というのはなされているわけではご

ざいませんけれども、学芸員が県内の博物館や文化財担当者とそれらを対象とした会議や研修会に参
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加して研修を互いに深めたり、他市町村と情報交換をしたりというところについては十分予算の中で

対応させていただいておるところでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） それで、村で学芸員がいるというは榛東村だけのようなんですけれども、こ

れは積極的だと思います。学芸員が耳飾り館でこの前教えてもらって、研究室があって、収蔵庫があ

って、国で指定されたのは577点あって、それからそれ以外は収蔵庫にという話だったんですけれど

も、学芸員が耳飾り館で常駐している人は何日ぐらいいられるんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） ただいま学芸員は耳飾り館の業務と教育委員会事務局員とし

ての業務を兼務という形になっております。全国的に見ても、学芸員が兼務をするというのは非常に

珍しい話ではございませんので、よくある形式だと思っております。 

 耳飾り館に常駐をしている時間という意味でいいますと、そのときの例えば団体の予約が入ってい

るとか、学芸員が行ってしなければならない業務が発生しているという状況である場合には、そのと

きにシフトを組んで耳飾り館に行っていただいているんですが、それ以外の状況のときであれば、教

育委員会事務局員のところに席を置いて、職務に当たっていただいているということになります。 

 よって、１週間のうちに明確に何時間が耳飾り館にいてというような形でちょっとお答えはできな

いので、ご承知いただければと思います。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 今聞かせてもらって、学芸員の仕事とそれから教育委員の仕事というのがあ

りました。この国の重要の文化財、国指定遺跡これの位置づけ、予算、体制など今状況を聞いたんで

すけれども、これは果たしてそれが今の状況に応えられるのかというのがちょっと疑問があります。

例えば文化庁が求めている発掘調査報告書とこれは出ているんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） 茅野遺跡にかかわる発掘調査のただいま発掘調査報告書のお

話が出ましたけれども、発掘調査報告書につきましては、遺跡にかかわるもの、だから遺構編という

ものがまずは遺跡にかかわる内容なんですけれども、これは平成18年度に一たび完成をして文化庁に

提出及び刊行を済ませております。 
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 ただいま遺物編、これは出土品を中心としたものなんですけれども、それについての発掘調査報告

書をまとめている作成中でございます。出土品の数が１万を超える数ということで、時間がかかって

いる状況ではございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 発掘調査報告書、私も中央公民館に行ってきたんです。遺構編がありました。

これも３センチか４センチぐらい厚い報告書、遺構編とこれが出ていました。発掘調査報告書はなか

ったんです。聞いてみたら、先ほどの答えにあるように発掘調査報告書が出ていなかったんです。 

 この発掘調査報告書というのはどういうものかと、これはこれが基本的なデータになるわけなんで

す。これが577点の一つ一つをちゃんと写真撮ったり、図面を書いたり、それから記録をとるという

ことになるわけです。だから、それを見て、それが出て初めて教育研究の基礎データが出るというこ

とになると思います。そうすると、今、茅野遺跡から出た出土品があって、これが耳飾り館に飾られ

てあるんだと、だけれども、それを研究するためのデータが出ていないということなんです。ですか

ら、今、この前聞きましたら、國學院大學だとか青山学院大学の学生が来たりしているんですけれど

も、基礎的なデータがない。つまり、それがないものだから、学者もそれから日本のいろんな考古学

関係の人も研究しようにも研究できないということになってしまうんです。文化庁はこれを早く出し

てくださいというのを優しく言っているんだと思うんですけれども、きつい言い方はしていないんで

すけれども、これが出ないと基礎的な資料をほかの人が見られないわけなんです。 

 文化庁が出した報告書の基準というのを見ましたら、こうにあったんです。その遺跡を調査するこ

とになった経緯と当該調査の行政上、学術上の具体的な目的と意義とそれに応じた調査方法、そして

その結果得られた調査結果、そこから導かれる遺跡の評価、重要性、こういうのを全部書いて、一つ

一つは写真と実測データと記載を書くんですけれども、写真もこれは後世に残る学術データとして撮

りなさいということなんです。そうすると、前から後ろから、上から下から、右から左から、模様か

ら形状がわかるように撮るわけです。写真機そのものも撮影はしかるべき性能を備えた機材と適切な

方法により行うとこうにあるんです。それから、製図を出すということなんです。一つ一つの出土品

を観察して正確に測って、製図を出すわけです。それから、記載もいっぱいあるんです。今紹介して

いる時間がなくなってしまったんですけれども、こういうふうに書きなさいというのがいっぱいある

んです。 

 発掘調査報告書を出しているところに聞いてみたんです。そうしたら、577点ありますけれども、

１点を出すのに１日か２日かかるでしょうと。専門員の学芸員または調査員がやっても、そのくらい

かかるというんです。簡単にはできませんというんです。そうすると、耳飾り館で重要文化財に指定

されたのは577点ありますから、今の学芸員または調査員の人の力をかりても、専門にそれだけやっ
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ても、朝から夜までやっても２年からはかかるということになってしまうんです。だから、これを早

く出すというんですか、求められているものを出すためには今の位置づけだとか予算だとか、それか

ら体制でできるかどうか、これ質問なんですけれども。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） 先ほどの発掘調査報告書の件ですけれども、２部構成になっ

ていて、１つが遺構編で、もう一つが遺物編ということで、１つの遺構編はもう完成していて、残り

１つに今取りかかっている状況と。その中で先ほど耳飾り577点というお話がございましたけれども、

それはもう作成は済ませてございます。重要文化財にのみ発掘調査報告書をつくるのではなく、出土

したもの全てが対象となるので、点数が極めて多くなっていると。その中でももう主だったものは作

成が済んでおりまして、今、こまごまとしたところに作業は取りかかっているところでございます。 

 とはいえ、学芸員の業務として、今、村の文化財のことについてもこの議会でも今、力を入れて教

育委員会としては進めているというところもご報告させていただいたとおり、発掘調査報告書の作成

以外の業務もまた重要でございます。ただ、今ご指摘のとおり、発掘調査報告書の業務についてもこ

ちらで時間を計画的につくって、計画的に進められるようにしていきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） これ文化庁からも求められて、実は期限もあるんです、何年以内に出しなさ

いというのが。それも出ていますので、早く出して、これ出すことによって初めて研究者にデータを

与えるわけですから、これを早く出していただくよう要請をいたします。 

 それから、次に、榛東のふるさと公園の件で、これが新しい課長さんに本当に一言だけでいいんで

すけれども、榛東ふるさと公園の現状とこれからの活性の計画、本当に大まかでいいんですけれども、

一言お願いします。 

○副議長（髙田清一君） 狩野産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） まず、ふるさと公園の現状といたしましては、ふるさと館が現在、

民間事業者に活用してもらっており、ふるさと公園活性化の一助となっております。 

 また、旧農畜産物直売所に関しても、ＪＡの撤退後にふるさと公園周辺施設活性化委員会の中で本

当に議論を重ねまして、その結果、特定非営利活動法人山脈が６月１日、パン工房を開所いたしまし

た。さらに、昨年度は議員さんの協力も得ながら、ふるさと公園ののり面の工事、またアリーナ駐車

場と親水公園、そしてふるさと公園が一体とつながるようなスロープをつくって動線を確保できまし
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た。 

 今後の活性化につきましては、まず６月１日オープンしたパン工房、これ障害者の就労支援施設で

す。そこで売店も備わっているため、そこにおいしいパンを買いに来るとお客さんが呼び込めるので

はないかと思っております。公園については今まで議員さんたくさんの質問をしていただき、議論を

したわけでございますが、遊具のまずは本当に安全を確保しなければならないため、維持管理に努力

していきたいと思っています。 

 簡単ではございますが、以上です。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） ありがとうございます。 

 榛東ふるさと公園は、榛東村の村勢要覧にもありますけれども、榛東ふるさと公園は耳飾り館、し

んとうワイナリーとともに村の観光ゾーンの中心的な存在とこうにあります。また、村の農産物の活

用、地産地消、６次産業の拠点化とこうにありますので、本来の役割が果たせるように村のリーダー

シップを期待します。 

 それから、次に、３問目なんですけれども、榛東村における搬入されたスラグについて、これをお

聞きします。 

 榛東村にはこの前の2016年９月の広報にもありますように第３号計画道路、茅野公園駐車場、それ

から白子の海、それから創造の森の進入路、それからソフトバンクのソーラーパーク外周というとこ

ろにこれは大同も認めた大同特殊鋼から排出された鉄鋼スラグがあって、今それを撤去を求めていろ

んな話し合いをしているところだというふうに思います。 

 １つは、まず本当に基本的なところなんですけれども、私たち榛東村の村民は全員が被害者だと思

うんです。これは村も被害者だし、民有地の人も被害者だし、そういう点で鉄鋼スラグというのは改

めて確認なんですけれども、産業廃棄物処理法の２条の４から見て、また施行規則の２条の８から見

てこれは産業廃棄物だと。ですから、施行令から見ても７条も３条も６条も見ても、あれは管理型最

終処分場で処理されなければならない廃棄物なんだということなんです。一般の道路だとか埋土とか

それはもう違反ということになります。そこのところを確認なんですけれども、どう考えるでしょう

か。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 鉄鋼スラグの搬入に違法性はないのかというご質問でございます。 

 群馬県は大同特殊鋼渋川工場から排出された鉄鋼スラグを廃棄物として認定し、廃棄物処分の許可

を受けていない関連業者等と取引を行ったとして、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に違反すると

いうことで刑事告発を行いましたが、嫌疑不十分とされております。 
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 また、鉄鋼スラグを再生利用した再生路盤材等については廃棄物としての認定がなく、スラグ再生

路盤材等を購入した建設業者は当該スラグの情勢等を知らされておらず、有責性は認められないとい

うことでございました。 

 村としまして、県からはさまざまな法的な面も含めまして指導を仰いでおります。村として違法性

を判断することは難しいことと考えております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） それでは、違法性というのを村としては言えないということなんでしょうか。

合法だということなんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 村として先ほど申しましたように、違法性を判断するということは非

常に難しいことと考えております。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 判断するのが難しいのはちょっと残念な答えなんですけれども、いろんな今

スラグが村内から発見されていて、村長の答弁でも、大同が認めていなくてもこれは大同しか考えら

えないという村長が答弁をしました。 

 ちなみに大同以外の鉄鋼スラグが運ばれたというのは聞いたことはあるんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 大同以外の再生路盤材、そういうものが入ったということは確認はし

ておりません。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 大同以外のなんですけれども、調べた人がいまして、川崎と東京にそういう

工場があったということです。しかし、それも昭和51年には大同が吸収合併をして、実際の溶解部分

というのは全て大同渋川工場に集中されたそうです。だもので、現在、鉄鋼スラグが見つかるとすれ

ば、大同以外に考えられないというのがもう大体の一般的な判断になっているところです。 

 それから、次に、大同特殊鋼の渋川工場に対する対応についてお聞きしたいんですけれども、私た

ちはもうこれははっきり違法だというふうに思いますけれども、建設課が大同と定期協議を持ってい

るとこれは大変重要なことだと思います。定期協議というのはどのくらいの範囲というんですか、期
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間で行っているんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 大同特殊鋼との協議でございますけれども、村も被害者という立場で、

随時公共事業で入れられた確認されている５カ所について解決を図れるようにということで協議を行

っております。協議についてはおおむね１カ月に１回ぐらいというような形で定期的ということでは

ないですが、おおむね１カ月に１回程度の開催を行っております。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 村は被害者ということで言っているということで、それは結構なことだと思

います。 

 村長が昨年の答弁の中で、村にある大同についてしっかりした態度をとることだと、言葉は悪くな

るかもしれませんけれどもということで、大同とも争いもしてもやっぱり言うべきことはちゃんと言

うんだとそういう趣旨のことを言っています。それは本当に歓迎すべきことだというふうに思います。 

 これは村長はそれを指示したということなんです。村のほうも態度が甘いんじゃないかということ

を私自身も怒りを感じまして、それを指示したところでございますとこうに言っているんですけれど

も、これは強い態度で大同にも言っているんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 我々、大同特殊鋼とは先ほど申しましたように定期的に協議を重ねて

おります。その話し方というか、態度が強い口調とかそういうことに該当するかどうかというのはち

ょっとわからないですけれども、引き続き早期解決が図れるよう個別に協議を重ねているということ

でございます。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） しっかり協議をしてほしいというふうに思います。 

 それから、前回、前々回の質問で、民有地に対してのスラグの件も聞きました。これは2016年に山

口宗一議員が取り上げまして、村長が答弁で民間の問題ですけれどもと、これは民間とはいえ、村内

にあるんだから十分な対応すると、それで大同との話の中にも持ち込んでいくということでございま

すというふうに答弁しています。この民有地のことについては大同に話しているでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 定期的な協議の中で、民有地についてもお話はさせていただいており
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ます。村としては早急に態度がはっきりしないところもございますので、その辺はっきりした上で協

議を誠実な対応を図るようにというような話をしているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 言葉はいろいろあるかと思いますけれども、言い方は、でも、ちゃんとこち

らの立場を伝えるということも大事になってくるというふうに思います。 

 ここで前に民有地のことを取り上げたんですけれども、これは直接村有地ではありませんけれども、

これは村民です。大同のスラグが入っているところというのは、現在のところ村有地でも人は住んで

いないところなんです。そこも六価クロムが出ているところ、これは創造の森は進入路は撤去しまし

たけれども、ほかのところもみんなフッ素が基準値以上出ているわけです。 

 それと同じようにこの民有地も大同の六価クロム、これは基準値にほぼ近い六価クロムが出たり、

またはフッ素は基準値の10倍が出ている、それが民有地にもあるわけです。そこは人が住んでいるわ

けです。そこは一家６人が住んでいるわけです。そういう有害物質の上で30年の上、住んでいるわけ

です。これは建設課の人もそれから真塩村長も直接見に行ってくれて、これはひどいものだと、これ

は大同にもちゃんと言っていかなければならないと、公共のものと同じようにやってもらえるような

手順を踏んで、努力したいと思いますとこういうふうに答弁してくれているわけです。この答弁を本

当評価するんですけれども、これが本当に村全体のもの、今の担当課は建設課ですので、私は今、建

設課に言っているんですけれども、やっぱりこの姿勢が村全体のものになる必要があるというふうに

思います。特にここのうちは家も変形しているわけだし、お年寄りもいるわけです。もし何かあった

ときにとっさに逃げられないということもあるわけです。そういう点ではやっぱり村有地ではなくて

も、村民の安全を守るという立場で今まで以上に強く要請をしてほしいというふうに思います。 

 それから、検査結果というのがありまして、民有地の検査結果というのがありました。それと今問

題になっている渋川市の広域処分場これがあるんですけれども、そこは大同が認めているんです。検

査の値がこれ検査センターは信用できる自治体が出す検査機関なんですけれども、そこではカルシウ

ムも二酸化ケイ素もフッ素も六価クロムもその民有地とほぼ同じ検査結果が出ているんです。ですか

ら、ほぼもう大同のものだというふうなのはもう間違いないというところ出ています。ですから、こ

の民有地、村長がモットーで村民みんなに安心をとこうに言っているわけです。これが本当に安心し

てこれから暮らせるだろうかということがあります。なので、これへの対応を今後どうするか、もっ

と強めなくていいのかというのをちょっとお聞きしたいと思います。これは村長さんお願いします。 

○副議長（髙田清一君） 真塩村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 川田議員のおっしゃるとおり、前々から私は村民の安全・安心を守るために
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も公共施設だけじゃなく、民間のものについても強くやっていきたいということは言っているところ

でございます。これは前に山口議員からもそんな話がありました。これについても引き続きやってい

きたい。 

 そして、今まで５カ所か６カ所あったんですけれども、創造の森については手直しをさせてもらい

ました。あそこの道は六価クロムもあったわけです。そして、今進んでいるものは白子の海のところ

のフッ素関係を大分、大同特殊鋼のほうも軟化してまいりました。それと加えて、民間の土地につい

ても、私は公共の以外のものについても強くやっていく必要があるというようにこれからもやってい

きたい。 

 一番残念なのは榛名カントリー跡地にあるにもかかわらず、消してしまったと、こんなことがあっ

ていいものか、それがそのときに出ていればその後は大分なくなったような気がします。それは私自

身もきょうマスコミがいるかもしれませんけれども、怒りを感じています。そういうことを直させる

ような、そうすれば民間のものについてもこれはもっと早く私たちは強くできたんじゃないかなと残

念に思っております。これから一生懸命やります。 

○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） 村長のそういう言葉を本当に期待をします。 

 私はこの間、２回質問をさせてもらって、それが本当に村全体のものになっているか、それから担

当課に徹底されているのかというと、ちょっとまだ距離があるかと思うんです。やっぱりこれは先ほ

ど聞きましたら、月に１回大同と話をしているということがありました。それを本当にこの村全体の

問題、それから被害の問題、それから被覆しているところもありますけれども、基本的にはあれはあ

そこに置いてはいけないものなんです。撤去してちゃんと処理しなければならないものなんです。こ

れは先ほどの茅野公園の駐車場にもまだあるわけです。これは粘り強く、それから早く担当課を通じ

て、担当課を通じなくてもいろんな力を入れて、やっぱり村の総意として大同に言っていく必要があ

るかというふうに思います。最後に、一言お願いしたいんですが。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） これは担当課に言わせるとかわいそうなので、私のほうから申し上げますけ

れども、川田議員と思っていることは同じでございます。 

 さらに、つい最近もこの問題についてどうなっている、私はこういう考えであるということをはっ

きり担当課のほうにも話ししました。これは村民を守るための安全・安心のためにも強くやっていけ

と、そこで変なことが出ても私が責任を負うということを担当課のほうにも話をさせてもらいました。

川田議員おっしゃるとおり、これからもマスコミがいれば十分書いてもらって結構、私はそういう心

構えでやっているつもりです。よろしくお願いします。 
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○副議長（髙田清一君） ５番。 

〔５番 川田敏彦君発言〕 

○５番（川田敏彦君） その立場で村としても強く言ってもらうことを求めて、これで私の質問を終

わらせていただきます。 

○副議長（髙田清一君） 以上で川田敏彦議員の一般質問を終了いたします。 

 ここで休憩いたします。 

 開会を午後２時10分といたします。 

午後１時５１分休憩 

─────────────────────────────────── 

午後２時１０分再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 

 質問順位４番清水健一議員の一般質問を許可いたします。 

 ８番清水健一議員。 

〔８番 清水健一君登壇〕 

○８番（清水健一君） 皆さん、こんにちは。８番、公明党の清水健一でございます。 

 農家の経営安定策として収入保険制度が2019年度産の農産物から実施されます。収入保険制度導入

の背景にあるのは、農家や関連団体から、自然災害による収量の減少は農業共済の対象になります。

しかし、市況の変化で作物の価格が下落した場合は適用されないため対象品目も限られます。農業経

営全体を見据えた支援策としては十分ではありませんでした。こうしたことから、2013年にまとめた

農政改革の一環として導入を検討する方針を決定、2014年度に成立した改正担い手経営安定法の附則

に、農産物収入の著しい変動が農業経営に及ぼす影響を緩和する施策のあり方について農業共済制度

を含めて検討し、結果に基づいて必要な法制上の措置を講ずると規定されました。 

 農家の所得向上などを促す農業競争力強化プログラムの柱の一つに制度の仕組みを明記、改正農業

災害補償法により制度の周知を進めていますが、村ではどのような対応をするのか、自席に戻り、お

伺いいたします。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 改正農業災害補償法の成立で、農家の安定経営を支える新たなセーフティー

ネットとして収入保険制度が2019年度産から導入されることになりました。これによって自然災害に

よる収入減のみならず、豊作に伴う農産物の価格下落など農業経営全体にかかわる収入減を補えるよ

うになります。 

 そこで、お聞きいたします。 

 この制度の内容はどのようなものですか。教えてください。 
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○副議長（髙田清一君） 狩野産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 収入保険制度について説明します。 

 農業経営者ごとの収入全体を対象とした総合的なセーフティーネットです。品目の枠にとらわれず、

価格低下も含めた農業経営者ごとの収入減少を補塡します。収入保険制度は先ほど議員も言いました

が、平成31年１月からスタートし、この対象は青色申告を行っている農業者、農業者といっても個人

と法人両方ですが、対象となります。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 受け付ける窓口はこれはどこになりますか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 窓口はＮＯＳＡＩぐんま渋川支所となります。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 今現在、榛東村の農家の軒数は何軒ありますか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 2015年農林業センサスによると、榛東村の総農家数は613戸となっ

ております。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） その中でこの制度を利用するのに青色申告が必要ということで、青色申告を

している現在、農家の軒数は何軒になりますか。 

○副議長（髙田清一君） 税務課長。 

〔税務課長 岩田彦一君発言〕 

○税務課長（岩田彦一君） 平成29年中の農業収入にかかわる所得税の確定申告件数は309件、その

うち82件が青色申告となっております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 
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○８番（清水健一君） 先ほど課長も話をされましたけれども、５年分の青色申告が必要ということ

で、特例として１年の実績でも加入できる特例があるということですが、例えば新規就農者の方が５

年もたっていないけれども、加入したいといった場合はこれはできるんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） ５年未満でも直近１年の青色申告の実績があれば、加入することが

できます。ただし、その場合、保険方式の補償限度額の上限に制限がございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） この改正の周知方法として農業共済組合は今現在どのような周知をしていま

すか。また、現在、どのくらいの方に周知しているんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 昨年から農事支部長会議やＮＯＳＡＩ主催の研修会等で周知をして

おります。また、６月にＮＯＳＡＩで作成する新しいチラシを役場窓口等、関係機関に置きたいと思

っております。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 村としても広報とかで取り上げて周知する必要があると思いますが、そうい

った計画はありますか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） ございます。７月号のしんとう広報に「農業経営収入保険が始まり

ます」という題目で記事を掲載する予定でございます。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） それでは、この保険収入制度、榛東村の農家の方にとってメリットはあるの

でしょうか、お聞きいたします。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 保険料については50％、積立金については75％の国の補助、負担が

ございます。積立金は自分のお金であり、補塡に使われない限り、翌年に持ち越すことができます。
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実際に農業者が用意すべき金額としまして、基準収入ですが、1,000万円の場合ですと掛け捨て部分

の保険料が７万2,000円、掛け捨てでない積立金22万5,000円の計29万7,000円となっております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 農業共済と収入保険の関係といいますか、同時に２つは入れないとこういっ

たことなんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） 清水議員の言うとおりでございます。国費の二重助成については、

どちらか一方を選択しなければなりません。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 先ほども窓口は渋川支所ということですけれども、そこに行けば無料相談や

代行サービスなどをしてもらえると捉えていいんでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 産業振興課長。 

〔産業振興課長 狩野宏記君発言〕 

○産業振興課長（狩野宏記君） ＮＯＳＡＩぐんまの渋川支所で相談等は行っております。また、青

色申告についてはＪＡのほうでサポートしております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 村としても青色申告の勉強会というか、講習会などを持っていく計画等はあ

りますか。持っていったほうがいいんじゃないかと考えますけれども。 

○副議長（髙田清一君） 岩田税務課長。 

〔税務課長 岩田彦一君発言〕 

○税務課長（岩田彦一君） では、お答えします。 

 まず、青色申告の条件としましては、農家が経営努力として財務諸表を作成した上で青色申告特別

控除というのを受けることになります。そういった控除を受ける中で、村としては公平・公正な観点

で青色申告の作成のお手伝いというのは考えておりません。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 
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○８番（清水健一君） わかりました。 

 続きまして、次の質問に移ります。 

 就学援助の入学前支給について伺います。 

 就学援助は児童・生徒の家庭が生活保護を受給するなど経済的に困窮している場合、学用品や給食、

修学旅行費などの一部を市区町村が支給し、国が２分の１を補助する制度です。子どもの貧困が問題

になっており、６人に１人が貧困状態にあると言われていると現在、就学援助はそのために大きな助

けとなっている制度であることは間違いないと思います。国の補助金交付要綱では、国庫補助の対象

を小学校入学前を含まない児童または生徒の保護者としていたため、入学後の支給となっておりまし

た。 

 そこで、本村の現状についてお伺いいたします。 

 現在、何人の子どもたちが就学援助を受けているのか、要保護と準要保護児童・生徒の人数をお伺

いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 小池教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） 今、清水議員さんからご質問のあった件ですけれども、要保

護というのは、国の生活保護法に規定する要保護者に対して榛東村教育委員会としてしている就学援

助のことでございます。準要保護というのは、要保護の方に準ずる程度に経済的に困窮していると榛

東村教育委員会が認めた者のことを準要保護というふうになっていますが、要保護に関しては先ほど

清水議員のおっしゃったとおり、国の２分の１の補助が出ておりますが、準要保護に関しては完全に

これは村の単独での補助ということになっております。それを踏まえて回答させていただきます。 

 29年度における要保護者また準要保護者の人数でございますが、要保護につきましては小学校には

おりませんでした。中学校には要保護は１名です。 

 次に、準要保護者ですが、小学校は47名、中学校では34名となっております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 要保護と準要保護児童・生徒数の過去５年間の推移をお伺いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） ５年間ということですが、要保護の認定になった者につきま

しては、この５年間ゼロか１人かというところを推移してございます。 

 準要保護者につきましては、七十数人から八十数人ぐらいの間でこの５年間推移をしているところ

でございますが、ここ３年間はやや増加している状況でございます。 



－47－ 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） それでは、現在、新入学児童生徒学用品費はいつの時点で支給していますか、

お伺いいたします。また、支給額も幾らか教えていただければ、教えてください。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） 新入学児童生徒学用品費ということですが、今も申し上げた

とおり就学援助費という大きなくくりの中に新入学の児童の学用品費であったり、あと普通の学用品

費であったり給食費、あとは修学旅行費、生徒会費、ＰＴＡ会費などが含まれているんですが、その

中の今ご質問のあった新入学児童生徒学用品費、これは小学１年生と中学１年生が対象になっている

ものですけれども、これは学校に入学後、保護者が教育委員会に申請し、教育委員会で支給要綱に基

づいて審査を行って認定した者に対しては７月に支給をしております。 

 支給金額につきましては、国の基準額に基づきまして小学１年生の保護者に対しては４万600円、

中学１年生の保護者に対しては４万7,400円支給をしております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 多くの子どもたちが援助を受けて、学校で学んでいます。そこで、入学時に

援助対象となった子どもたちについてですが、これまでは新入学時に必要なランドセルなどの学用品

の費用については後日に支給される、榛東では７月ということだったんですけれども、国の補助金要

綱では、国庫補助の対象を小学校入学前は含まない児童または生徒の保護者としていたため、その費

用は入学後の支給となっていました。つまり入学前にランドセル等の学用品を購入する費用は当面、

保護者が苦労して捻出する必要があったわけです。 

 そこで、今般、文部科学省は公明党の主張もあり、その要保護児童生徒援助費補助金要綱を平成29

年３月31日で改正をしました。援助を必要とする時期に速やかに支給が行えるよう中学校等だけでな

く、小学校等についても入学する年度の開始前に市区町村から支給した新入学児童生徒学用品費等を

国庫補助対象にできるよう、その支給対象にこれまでの児童・生徒から新たに就学予定者を加えまし

た。この改正後、支給時期について今後の考え方をお聞かせください。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） 今、清水議員がおっしゃったとおり、入学前のお金の必要な

時期に必要な額を支給というお考えは非常に納得のいく部分でもございますので、教育委員会として
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も支給時期については今の状況を検討してまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） ありがとうございます。検討していただいて、そうなるようによろしくお願

いいたします。 

 続きまして、学用品の話をさせていただきます。 

 ランドセルなども高額になっており、保護者にとってはかなりの負担になると思います。京都のあ

る市では、ランドセルの重量や交通安全の観点から通学といえばランドセルだけでなく、軽くて黄色

いナイロン製のランリュックというご当地かばんをつくったところがあります。これは軽くて安全で、

さらに安価で、教育現場の中でも貧困問題が課題になる中、注目されているものです。 

 このランリュックができた背景には、高価なランドセルが買えずにいじめに遭う児童がいたという

ことから、これは昭和43年の話ですが、それから相談を受けた学校側が各関係各所と協議を重ねてで

きたそうです。当時は500グラムぐらい軽いバッグだったそうですけれども、今現在は670グラムから

760グラムとこれも軽量で、交通安全にも役立つように道路標識をモチーフに黄色と黒とか赤とか紺

の３色選べるそうです。値段も7,200円から8,960円ととても安価で、それでもなおかつリュックにも

なるわけですから、遠足にも使えて用途が多様になるということです。今後、こういったことも検討

してもらえたらと考えますが、いかがでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 小池賢一君発言〕 

○教育委員会事務局長（小池賢一君） 今、清水議員からランリュックのご提案をいただきました。

今の小学校の状況についてお話をさせていただきます。 

 多くの公立の小学校と同様に、村内の小学校でもただいま通学かばんとしてはランドセルを推奨し

ているところでございます。しかし、ランリュックなどの背負いかばんをしてきた児童・生徒がいた

としても、学校はランドセルに買いかえてくださいというような指示はしてはおりません。教科書や

ノートを持ち運べることや両手を使えて安全に通学できることなどランドセルと同じような機能を有

しているかばんであれば、通学かばんとして問題ないというふうに学校は考えております。 

 もし例えば今のご提案のように、ランリュック当然今、背負ってきていただいても問題はないわけ

ですけれども、全部、村内の学校のかばんを一つに統一にするというところに関しましては、今のと

ころ保護者の方々の中からでもそういった意見としてはこちらには届いていない状況でもございます

ので、またご提案いただいた件につきましては、今後の参考にさせていただければというふうに思っ

ております。 

 以上です。 
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○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 続きまして、障害者支援の充実についてお聞きします。 

 障害者差別解消法が施行され、当村においても村民への周知、障害者への合理的配慮に伴う庁舎内

の環境整備や職員との意思疎通の向上を図っているところでありますが、障害の有無によって分け隔

てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現を目指す上で、自分と

は違う誰かのことを思いやり理解すること、高齢者や障害者さまざまな方の目線で行動することは重

要と考えます。対象になる人はこれからますますふえていくと思われます。 

 当村の取り組みについてお聞きいたします。障害者差別解消法の施行後、ハード面ではどのような

取り組みをしてまいりましたか。 

○副議長（髙田清一君） 清村総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 村での取り組みということでございますけれども、今お話ございました

法律につきましては、平成25年６月に公布をされまして、公布の日に一部が施行、そして28年４月１

日から全面施行されたというものでございます。 

 ハード面ということでのお尋ねですので、この村庁舎でございますけれども、障害者差別防止法施

行前に建築設計されたものでございます。設計段階におきましては平成６年に制定されましたいわゆ

るハートビル法、高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建設の促進に関する法律の

定めるところによりまして、１階床面の点字ブロック、各フロアにそれぞれ２カ所の多目的トイレが

設置されているほか階段手すり部分、エレベーター操作部には点字表示を施してございます。障害者

はもとより高齢者、あるいはベビーカー利用者等に十分配慮された建物となってございます。 

 また、他の公共施設、教育施設等につきましても大規模改修時に合わせましてバリアフリー化を行

ってございます。各区のコミュニティセンターにつきましても大規模改修の際にバリアフリーとして

いるという状況でございます。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 今のはハード面で、次はソフト面での取り組みというのをお聞きいたします。 

○副議長（髙田清一君） 総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） この法律が施行されまして、この法律第10条第１項の規定に基づきまし

て、村におきまして、榛東村における障害を理由とする差別の解消の推進に関する職員対応要領を定

め、昨年４月１日から施行されてございます。この要領におきましては、不当な差別的取り扱いの禁

止や合理的配慮を提供することなどを職員に対し義務づけているほか、監督者の責務、相談体制の整
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備等について定められてございます。 

 そして、この要綱の中で８条で、職員に対する必要な研修、啓発ということも義務づけが行われて

いるところでございまして、研修の内容、方法等について、今後引き続き検討してまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） この差別解消法について、村民への周知方法というのはどのようにしている

か、教えてください。 

○副議長（髙田清一君） 安田健康保険課長。 

〔健康保険課長 安田 睦君発言〕 

○健康保険課長（安田 睦君） 障害のある人への差別をなくすためには、まず、障害について知っ

ていただくことが大切であるということから、障害について理解をし、その接し方やサポートの仕方

などについてわかりやすく書かれているパンフレットを平成28年度から毎戸に回覧をさせていただい

ております。また、役場の窓口でも配布をしております。 

 また、本年３月に障害者計画を策定いたしました。この計画は障害のあるなしにかかわらず、相互

に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現するための施策や事業を定めております。この

内容につきまして、住民の方に理解していただくために計画の概要版を毎戸に配布して周知をしてお

ります。 

 また、もう一点なんですが、聴覚障害について理解をしていただくために、その方たちのコミュニ

ケーション手段である手話を学んでいただくために平成27年度から毎年、手話奉仕員養成講座を開催

し、多くの人に学んでいただく場を設けております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 先ほど総務課長のほうから職員に対して研修という話があったんですけれど

も、この障害者差別解消法施行されて、行政に課せられた責任は大変大きいと考えます。 

 そこで、職員に対して障害者平等研修を取り入れてはと考えます。この障害者平等研修は障害者自

身が進行役となって進める対話型の障害研修です。健常者だけではわからない気づきを得る研修にな

っております。こういった研修を取り入れてはと考えますが、いかがでしょうか。 

○副議長（髙田清一君） 総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 先ほどもお答え申し上げましたとおり、昨年度定めました要領に基づき

まして職員に対する研修を実施することが義務づけられております。先ほども申し上げたところでご
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ざいますけれども、研修の内容、それから実施方法等については、ただいまいただきましたご提言も

含めまして検討してまいりたいというふうに考えるところでございます。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 次の質問に移ります。 

 発達障害者の支援についてお聞きいたします。 

 文部科学省により2012年に全国の公立小・中学校で５万人を対象にした調査結果で、発達障害の可

能性があるとされた児童・生徒の割合は一クラスに約２人程度、6.5％のことです。これは特別支援

学校等に通っている知的障害者は除いており、教員の見立てで、医師の診断を受けた割合ではありま

せん。予想以上に発達障害児が多いことに驚きました。 

 平成17年４月、発達障害者支援法が施行されました。発達障害は近年まで社会の中で十分に知られ

ていない障害で、支援体制も不十分なものでしたが、社会全体で理解し、支援を行っていくこととさ

れました。この法律で、発達障害は、「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習

障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢において

発現するもの」と定義されています。また、集団行動が苦手、コミュニケーションがとりにくい、落

ちつきがない、計算などが特に苦手でその特性は一人一人違います。原因は脳機能の不全と言われて

いますが、詳細はまだ解明されていません。親の育て方や家庭環境、本人のわがまま、努力不足が原

因ではありません。また、幾つかの特性をあわせ持つケースが多いことや問題となる特性は誰にでも

あり得ることなのです。わかりにくいということが特徴です。 

 発達障害の基本的な特性は生涯にわたって継続しますが、本人や周囲が特性を理解し適切に対応す

ることにより二次的な問題、例えば不登校、ひきこもり、非行、鬱、強迫症状等の精神症状などこれ

らの発生を防ぎ、学校、職場等の社会生活における適応能力が向上し、さらにはその能力を十分に発

揮することも可能となります。家族も子どもの特性を知り、子どもの行動の意味がわかるようになる

とおおらかな気持ちで育児ができるようになります。家族が安心すると子どもも変わります。どの子

もみずから発達していく力を持っています。その発達はゆっくりだったり、ほかの子とは違ったりす

るかもしれません。その個性を生かし、自立できるような適切な支援が必要です。 

 そこで、お聞きいたします。 

 発達障害児の早期発見のための取り組みをお聞かせください。 

○副議長（髙田清一君） 健康保険課長。 

〔健康保険課長 安田 睦君発言〕 

○健康保険課長（安田 睦君） 発達障害の中には先ほど議員がおっしゃったように、自閉症スペク

トラムや学習障害や幾つかのものが含まれておりますが、まず、１歳６カ月健診その早い段階でわか

るものとしましては自閉症スペクトラムの特徴を見ることができます。その健診におきまして、保健



－52－ 

師による問診に社会性の発達把握に有用性の高いアセスメントであり、その自閉症スペクトラムの特

徴があるかをチェックする質問項目こちらをＭ－ＣＨＡＴといいますが、Ｍ－ＣＨＡＴや発達特性を

見るための行動観察を取り入れております。さらに、それに加え、医師の診察と必要に応じ健診内で

心理相談員による個別相談や簡易な発達検査等を実施しております。 

 今後は２歳児健診、３歳児健診においても同様に行動観察等を取り入れて評価していく予定です。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 発達障害児の健診後のフォローアップの取り組み、５歳健診の取り組みにつ

いてお聞かせください。 

○副議長（髙田清一君） 健康保険課長。 

〔健康保険課長 安田 睦君発言〕 

○健康保険課長（安田 睦君） 健診後のフォローアップとしましては、毎月１回実施しております

親子教室、つくしんぼクラブと命名しておりますが、この教室や心理相談員や保健師による個別相談、

また児童相談所などの関係機関につなげ、健診の一場面だけでなく、継続的にお子さんと保護者の支

援を実施しております。 

 また、５歳児健診ということでございますが、こちらは榛東村では年中児の時期に園ごとに実施を

しておりますが、こちらは保護者が記入する子どもの行動スクリーニングのための質問項目の結果と

集団生活を行う上で認められる行動特性を把握するための行動観察を実施し、保護者及び村内各園と

結果を共有して就学に向けて支援をしております。具体的には、心理相談や保健師による個別相談や

必要に応じて教育委員会や児童相談所、医療機関等の関係機関へつなげ、支援をしております。 

○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 療育支援の取り組みについてお聞かせください。 

○副議長（髙田清一君） 健康保険課長。 

〔健康保険課長 安田 睦君発言〕 

○健康保険課長（安田 睦君） 先ほどお話ししました乳幼児健診等において、心理相談員による個

別相談や児童相談所の個別相談等により発達に特性が認められるお子さんの場合は、児童発達支援事

業所において、児童発達支援事業を利用することができます。この事業の対象は就学前の児童で、通

所によるものでございます。 

 こちらの事業としましては、日常生活における基本的な動作の指導や知識、技能の付与、集団生活

への適応訓練などその子に合った適切な療育を受けることができます。また、保護者がその対応方法

を知り、子どもとのかかわり方を適切に持てるよう、保護者に対しても支援するものでございます。 
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○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） 療育支援が適切に行われていることはわかりました。 

 発達に気がかりのあるお子さんの保護者は不安を抱え、誰にも相談できずに深刻になっている場合

があります。そういった方が相談できる場所があるということはとても重要です。悩んでいる保護者

の方に寄り添っていただき、少しでも不安解消につながるようきめ細やかな支援を今後もお願いいた

します。 

 次に、発達障害児の早期発見のため、かおテレビの導入についてお聞きします。 

 大阪府では池田市ほか７市、千葉県浦安市では１歳６カ月健診の際、保護者の希望により社会性の

発達を客観的に把握する検査機器かおテレビを導入し、検査しているとのことです。このかおテレビ

は大阪大学、金沢大学、浜松医科大学、千葉大学、福井大学など社会性を客観的に把握するための機

械として開発されました。これまでに複数の自治体で、1,000人以上の１、２歳児にかおテレビを体

験してもらった結果、この機械が社会性の発達をよく反映するものであることがわかりました。ただ

し、かおテレビの結果のみで社会性の発達の程度について確定的なことは言えないそうですが、これ

を通して子どもの興味関心の一端をその場ですぐに知ることができます。 

 特に小さな子どもの場合、自分が強く興味を引かれるものを言葉で他者に伝えるのはまだ難しいの

ですが、このかおテレビを通して子どもがどんなふうにものを見ているか、何に関心があるか知るこ

とで、保護者が子どもの発達を理解する手助けになることが期待できます。 

 受診の方法は簡単で、保護者と幼児が個室に入り、椅子に座った保護者の膝の上に乗った幼児に約

３分間テレビに映る画面を見てもらうだけです。幼児がテレビに映るシーンにどう反応しているか、

何に関心があるかなど目線の動きなどを知ることで幼児の発達を理解する手助けになるということで

す。幼児の発達障害の早期発見、診断につながり、早期療育を効果的に始めることができるとのこと

です。 

 発達障害者の方は自分と他人との違いがわからなかったり、こだわりが強く、対人関係が苦手で集

団の中では生きづらいなどの個性的な人が多いと言われています。かおテレビの診断によって社会性

がない、他人とうまくかかわれないなどの発達障害は早期発見により幼いときに適切な療育を受けれ

ば、かなりの効果が期待できると導入している自治体がふえていきます。かおテレビを導入して、発

達障害の早期発見につなげていく考えがあるか、お聞きいたします。 

○副議長（髙田清一君） 健康保険課長。 

〔健康保険課長 安田 睦君発言〕 

○健康保険課長（安田 睦君） かおテレビにつきましては、現在実施している自治体から情報等を

収集して、また、その実施方法や内容、活用方法などを調査して検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 
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○副議長（髙田清一君） ８番。 

〔８番 清水健一君発言〕 

○８番（清水健一君） しっかり検討していただいて、早期発見して療育をしっかり行っていただき

たいと思います。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

○副議長（髙田清一君） 以上で清水健一議員の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩とさせてください。 

午後２時４９分休憩 

─────────────────────────────────── 

午後２時５０分再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 

 皆さんにお諮りをいたします。 

 当初、予定ですと３時20分からということで休憩時間を長目ということで予定していたんですが、

ちょっと休憩時間が長過ぎるということで10分早めまして、３時20分スタートのところを３時10分に

スタートということで早坂議員の質問をスタートしたいと思うんですが、どうでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと皆さん了承をいただきましたので、休憩を３時10分まで、３時

10分スタートとしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 休憩に入ります。 

午後２時５１分休憩 

─────────────────────────────────── 

午後３時１０分再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 

 質問順位５番早坂通議員の一般質問を許可いたします。 

 13番早坂通議員。 

〔１３番 早坂 通君登壇〕 

○１３番（早坂 通君） 13番、早坂通です。 

 先日の５月29日の議会運営委員会で南議長には指摘をしましたが、議長と村長で村の発展について

意見交換をしているのならよいのですが、私には議会活動、議員活動を抑えるための意見交換をして

いるように思えるのですが、私の思い過ごしでしょうか。 

 本日は、議員への行政文書の公開について、２番目として、入札制度について質問をいたします。

自席に戻り、質問をいたします。 

○副議長（髙田清一君） 13番早坂通議員。 
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〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） まず最初に、申し上げたいのですが、通告では行政文書というふうに書き

ましたけれども、一般的にこういうことを資料というふうに言っているようですので、資料というふ

うに置きかえてこれから質問をしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、質問します。 

 平成29年第３回定例会での私の質問に対して、村長が当村で策定した人材育成基本方針に基づき、

職員の人材育成をしていると答弁しました。後日、総務課を訪れ、当時の総務課長に人材育成方針を

見せてほしいと言うとこれですと表紙を見せるので、中も見せてほしいと言うと議長に申し入れをし

てほしいとのことでした。何ゆえ議員の資料請求に応じないのか、村長、答弁を。 

○副議長（髙田清一君） 清村総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 今お話がございました人材育成基本方針につきましては、村のホームペ

ージでも公開されているものでございまして、その当時の対応は大変申しわけなかったというふうに

思うところでございます。 

 議員個人への資料提供ということに関しましては、議員もよくご承知のことと思いますけれども、

法的に根拠がないというところでございまして、そのあたりでいろいろ都道府県市町村で取り扱いが

異なるといったところがあるかと思いますけれども、その要因といたしますれば法的な根拠がないと

いうところでございます。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 答弁者、村長で通告しているから村長に答弁させてください。 

○副議長（髙田清一君） 真塩村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 今の私のほうから申し上げたということですけれども、これはいつごろ私の

ほうが私の口から言ったことなんですか、それいいですか。 

○１３番（早坂 通君） 何をですか。 

○村長（真塩 卓君） 早坂議員が私のほうから人材育成方針を申し上げたと、それで拒否したよう

なことを言っていますけれども、これはいつの議会でどういう話をしたのか教えてください。 

○副議長（髙田清一君） 暫時休憩いたします。 

午後３時１５分休憩 

─────────────────────────────────── 

午後３時１７分再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 
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 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） ただいま話がありましたけれども、その内容についてちょっとわかりません

ので、反問権を行使してあと１回聞きなおしをしたいということでありますので、よろしくお願いい

たします。お取り計らいをお願いします。 

○副議長（髙田清一君） ただいまの反問についてはこれを許可いたします。 

 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 先ほど早坂議員がおっしゃったとおり、いつの議会で私がそのことを人材基

本方針、それについて説明したのか確認をしたいと思いますので、もう一度お願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 質問のときにも言いましたけれども、平成29年第３回定例会、私の一般質

問に対してそのように答弁をしております。その私の一般質問というのは、職員の能力をいかに引き

出すかということだったと思います。その質問に対して、村長はそのように答えました。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ただいまので村長、よろしいですか。 

○村長（真塩 卓君） 内容はわかりました。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） これについては基本方針とかそれにより職員の資質向上、あるいはいろいろ

な面でこれは伸ばしていきたいということでしたと思うんですけれども、今回の質問の資料公開とか

そういうのとはっきりと関係なく、職員を資質向上させる、そして勉強させるということは私は当た

り前のこととして話をしたつもりでございます。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 私が質問をしたのは、村長が私の一般質問に対して人材育成方針に基づき

職員の人材育成をしていると答弁をしたので、私は知らなかったので、後日、総務課を訪れまして、

人材育成基本方針を見せてほしいと言いました、当時の総務課長に。そうしたら、１回奥へ行き、こ

れですと言って持ってきました、その冊子を。だから、私は中身をちょっと見せてほしいと言ったら

ば、議長に申し入れてほしいということだったわけです。そのように質問をしたのです。 

 ですから、なぜ議員のそういう資料請求に応じられないのかということを村長に質問したんです。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 
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〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） それについては、私、知らなかったというとおかしいんですけれども、答え

は先ほど総務課長が話したとおりでございます。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） さっき総務課長はこれといった根拠はないというように答弁をしていまし

たけれども、今までの副村長もそうでした、南議長もそうです。このように私はそのことを質問する

と言っているわけです。法律には議会に調査権はあるけれども、議員個人には調査権がないから議員

の資料請求には応じられないとそういうふうに言ってきているんです、この１年ぐらいだと思います。

それは何回も言われました。ですから、実際、私、入札執行調書、情報開示請求で請求をしました。 

 それで、何で応じてもらえないとかえって困るかというと、これから質問をしますけれども、その

前にやっぱり村長にも議会という認識を少し深めてもらいたいんです。 

 まず、村長、議会や議員の役割というのはどのように理解していますか。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 日本の議会の中において、執行部と議会は両輪のごとくと同時にそれの指摘

をするということでやっていると。 

 それともう一つ、先ほど当初でお話しされましたけれども、議長と村長で議会を抑えるためにやっ

ているんじゃないかとそんなことはありませんので、その点を早坂議員もそういう発言はやめてもら

いたい。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） まず整理して、じゃ後から言ったこと、議長と村長がそれぞれの議会活動、

議員活動を抑えるための意見交換をしているんじゃないかと私が思う根拠、それはまさしく今質問し

ていることですよ。議員が資料請求しても出さない、執行は、それに南議長は同調しているんです。

本来なら、議会議長ならば村長にきちっと物申して、ちゃんと資料は出してくださいというのは議長

のはずですよ、法的にどうのこうの言う前に議会の議長ならば。だから、先ほど言ったようなことを

言ったわけです。それが私の根拠です。 

 それともう一つ、議会の役割というのは、一つは議決権です、大きな役割。それに執行の監視、そ

れと住民の代表としての政策提言、細かく言うとまだありますけれども、大きく分けてこういうこと

なんです。そして、今みたく執行が議員個人の資料請求に応じなければ、執行の監視なんてできない

じゃないですか、執行の監督なんかできないじゃないですか。執行が間違えた方向に行ったらば、そ

れを正すのが議会、議員の役目です。でも、その役割が果たせないんですよ、今の執行のそういう資
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料を出さないという姿勢では。だから、今回、質問に取り上げたわけなんです。 

 再度聞きます。なぜ議員個人に対して資料を出せないんですか。 

〔「議長」の声あり〕 

○１３番（早坂 通君） いや、村長。 

 法的根拠はわかります。法的根拠はわかっていると思うけれども、それ以外に何かあるんなら、言

ってください。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 資料提供につきましては早坂議員だけの問題ではございません。議員全員に

かかわることでございますので、村としても各議員に対してそうした取り扱いを行えるようやってい

るつもりでございます。今までもそういうことでやってきたということじゃないないかというように

思っております。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） それでは、村長、私が人材育成基本方針の中身を見せてくれと言ったら、

なぜ議長を通じてと総務課長が言うんですか。それはそういうような方針を村長のほうから言ったか

らでしょう。そうじゃなければ、前の総務課長だってそんなことは言わないはずですよ、総務課長だ

けの判断で言うはずないです。 

 それと、あと何だっけ、今言おうとしたこと忘れちゃったんですけれども、あと何聞きましたか。 

 そういうことです。 

 じゃ、さらに重ねて聞きます。 

 だから、今みたく執行が議員個人に対して資料を出してくれなければ、議員、議会の重要な役割で

ある執行の監視というものができないということなんです。もっと言うと、執行の監視だけじゃない

です、議決権だってまっとうに行使できないわけです。議案が出てきて、ちょっとこれわからないか

らこういう資料が欲しいなというので、それを資料請求したらその資料出してもらえない。そうした

ら、その議案書をその議員は理解することができなくなっちゃうわけです。そうしたら、議決権だっ

てきちっとした対応ができなくなっちゃうわけです。そういった意味で議員個人の資料請求に応じな

いということは議会の不活性化、議会が不活性化するということは行政も不活性化するということで

す。ということは、村が不活性になるということなんです。だから、重要な問題なんです。 

 もう一度聞きますけれども、なぜ議員個人の……わかった、ごめんなさい、思い出した。議員個人

個人に何か対応するみたいなことをさっき言っていましたけれども、そういうことじゃないんです。

執行として議員なら皆同じように対応してもらわなくては困るんです。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 
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〔村長 真塩 卓君発言〕 

○村長（真塩 卓君） 先ほども言いましたけれども、議員全員について同じようなことでやってい

るかと思っております。これについても今までのルールというものは皆さんもいろいろ議員さんから

も議員としての資料請求であれば、議会を通じてと、議長を通じてというようなルールになっている

ということは早坂議員も承知なことだというように思っております。それを踏まえた上で、さらに今

後の状況とかそういうものについてこれを変えるということであれば、これはこれから我々のほうも

検討しながら、また議会の皆さんに全員協議会あるいは議運等でそれを変更しながらどういうときに

出せるかどうかというものをこれは検討していきたい。ルールについては早坂議員もそれは今までの

ルールはわかっていると思います。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 村長、私が８年のブランクある前の議会でも、浅見村長も一倉村長も全然

そういうことなかったです。これが欲しいとちょっと資料を見せてくれと言えば、すぐ出してくれた

しコピーもしてくれました。真塩村長だってつまり今から７年前、以前の２期やったときの村政のと

き、そのときだって何も資料が必要なら議会を通じてくれだの、委員会通じてくれだのなんて言って

なかったでしょうが。それがいつから変わったのですか、そういう方針に。 

○副議長（髙田清一君） 倉持副村長。 

〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） 議員もよく知っていると思うんですが、議員必携等にもその辺は書いてご

ざいます。議員個人には調査権は与えられていないから、議員が役場に出向いて、個々の書類や計算

書の提出を要求しても町村長はこれに応ずる法律上の義務はないとはっきりうたってありますし、議

会そのものというのは合議体というもので成り立っているということもあります。議会または委員会

で合議しながらいろいろなものを決めていくと、それにはやっぱり資料というのが当然必要となって

きます。合議体で委員会なり議会のほうでこういうものを協議するから、審査するから資料を提出し

てくださいということになれば、執行のほうではその資料を提供いたします。 

 ただ、議員個人がいろんなものを調べたいということもあるかもしれませんが、それに対しては法

律上の義務はないということで進んできたということはあります。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 全く詭弁というか、まず一つ、副村長言います。前の３月の定例会の後、

例の入札の問題があったから執行調書を出してくれというふうに副村長のところに行きましたね。そ

のとき出せないと言った。私はなぜ出せないのかと言った、そうしたら今のように言った。議会は調
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査権があるけれども、議員個人には調査権がないから。じゃ、私がこう言いました。なぜ副村長が議

会事務局の時代、そうじゃなくて議員が要求すれば資料出してくれたじゃないかと言ったらば、それ

は前は知らなかったから、つまり議員個人に調査権がないということですよね。それを知らなかった

から出していたんだというふうに言いました。おかしな話、前出していたのに何でそうやって時代に

逆らうようなことをするわけ、2011年には情報公開法というのも出ているんです。何でそれ以前にし

ていたことより後退をするんですか、おかしな話で。 

 そういうこと言うんなら、ここに国会での対応書いてあります、議員に対する。今から読みます、

よく聞いておいてください、村長、副村長。 

 国会議員からの国会審議に必要な資料の要求は議院、つまり参議院、衆議院、議院の国政調査権を

背景としたものであり、一私人としてのそれではなく、国会がその機能を発揮する上で重要なもので

あると認識しており、政府としてはこれに可能な限り協力をすべきものと考えている。しかしながら、

要求された事項が例えば個人に関する情報にかかわるもの、所管外の事項であるもの、他国との信頼

関係が損なわれるおそれがある場合、捜査の具体的内容にかかわる事柄等については合理的な理由が

ある場合は資料請求に応じられないこともあるとなっているんです。これ平成20年、全国の自治体だ

って、榛東みたく全く議員個人の資料請求に応じないなんていう自治体ほとんどないと思います。も

しあれだったら今後調べて、何件かはあると思いますけれども、調べてわかったら教えてください。 

 そういう観点を踏まえて、今、執行部がやっていることはおかしいと思いませんか。 

○副議長（髙田清一君） 副村長。 

〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） 私が事務局長のときにも、資料請求ということで何件か議員さんのほうか

ら提供してくださいという形でありました。しかし、議員個人には調査権がないということでいろい

ろメガソーラーの関係とかスラグの関係だったか、そういうものに資料提供をありましたけれども、

そういうものは各委員会で調査研究するについては執行のほうは資料は提出できるけれども、議員個

人にはあくまでできないということで当時、資料提供はなされなかったということはありました。 

 確かに国会議員の関係で、国会審議に必要な資料の要求は国政調査権を背景としたものであり、一

私人としてのそれではなく、国会がその機能を発揮する上で重要なものであると認識しており、政府

としてはこれを可能な限り協力するべきものと考えておるというものは調べてあります。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 今、以前もそうであったというふうに言いましたけれども、私は前の村長

の阿久澤村長時代のしかるべき人に確認しました。そういうことはしていないと、ただ、出せなかっ

た資料もあると、それは協議中だとかいろいろな事情があって出さなかったこともあると。ただ、一

切、今みたく出さないことはないというふうに言っておりました。 
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 それはじゃ、前の阿久澤村政時代のしかるべき人がうそをついているということですか。 

○副議長（髙田清一君） 副村長。 

〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） たしか小山議員から資料提供をされたということがありました。そのとき

には一切、資料提出はされなかったということであります。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） だから、それぞれいろんな事情があって、例えばそれが協議中であったと

かそういう事情があった場合は出せないということはあると思います、それはわかります。だから、

前の阿久澤村政時代のしかるべく人はそういうことはあったと、出せなかったことは、でも全て出さ

ないということはなかったとそう言っているということ。 

 何で村長、今回に限って議長を通じてとか、議会でとか、委員会でとかということになったんです

か。どういう経緯でなったんですか。法律はわかっていますよ、私も。でも、以前はやっていなかっ

たんだから。にもかかわらず、あえてそういうふうに転換をしたのはどういう経緯で転換したんです

か、答えてください。 

○副議長（髙田清一君） 暫時休憩といたします。 

午後３時３６分休憩 

─────────────────────────────────── 

午後３時３８分再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 

 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 何度も言うけれども、私は絶対、今言ったように前の阿久澤村政時代は全

てのものを出さなかったということはないと思います。私だってはっきり記憶はないけれども、資料

請求してもらえなかったという記憶はないから。それはそれとして、でも以前はそんなことはなかっ

たはずですよ。だから、真塩村政の時代になってから。そういう話は聞いたことない。私が以前議員

のときだってそんなことは絶対になかった。 

 それで、今の時代の流れからいって逆行している方向を今、村が言っているわけ。それは余りにも

おかしいでしょう、この情報公開の世の中において。 

 それで、榛東村にだって行政文書の公開に関する条例というのがありますよね。その中身は知って

いますか。このように書かれているんですよ、読みますから、いいですか。「情報の公開は、住民の

村政の信頼を確保し、生活の向上を目指す基礎的な条件であり、民主主義の活性化のために不可欠な

ものである。」と書いてあります。そういうふうに書いてあるんだから、議員というのは住民から選
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ばれた議員なんです。そして、さっき言ったような執行の監視なんかも付託されているわけです。で

すから、当然、議員が請求したらば応じられる資料については応じるべきでしょう。議員も住民と同

じように開示請求これからもしろと言うんですか、どうなんですか。 

○副議長（髙田清一君） 総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 先ほど早坂議員が聞かれました政府の見解の部分ですけれども、冒頭が

国会議員からの国会審議に必要な資料の要求はとございます。これが主語でございます。 

 村においても、昨年から議会における審議のために資料ということで、議案参考資料ということで

別冊で提供させていただいてきているところでございます。先ほどそれでも不足が生じたときに要求

したけれども、出なかったという話もございましたけれども、村といたしましては、議会における審

議のために必要な資料というのは提出をさせていただいてきているところでございます。 

 今、早坂議員のご質問の中で冒頭私が申し上げましたけれども、まず法的な根拠は調査権というも

のは議員個人にはないというところに起因している部分と、それと一般的な情報公開制度、それとこ

れは法的に規定はないんですけれども、議員が国であれば国会に国政調査権等があるんですけれども、

議員の一般的な資料請求権というのが国会議員にも地方の議員にも法的には認められていないという

部分がございます。そのあたりの法的な整理というんでしょうか、がございませんと、統一した取り

扱いができませんので、村といたしましては、議会の調査権に基づくもの、委員会の調査権に基づく

ものということで議長あるいは委員長名で請求をしていただいてきていたところでございます。 

 他市町村の動向についても余り時間なかったので、それほど多くの市町村について調べられなかっ

たんですけれども、早坂議員がお考えになっているように資料提供を議員さんにしている自治体もも

ちろんございます。ただ、本村と同じように議長を通じてというような自治体もございます。また、

一切出さないで、全てその自治体の情報開示条例に基づいてやっているというような自治体もござい

ました。これは冒頭申し上げましたけれども、法的な整理がついていないと、法的には規定がないと

いうところで、それぞれの自治体での対応が分かれているという部分がございます。 

 先ほど村長が答弁の中でありましたけれども、これまで村といたしますれば議会あるいは委員会の

調査権というところでの整理をしてきておりますが、ご指摘の例えば審議に必要な追加資料を求めら

れたときに関しては、当然、議案等に係るものであれば、効率的な審議のためにもそういったものは

提供させていただきたいというふうに思っておりますけれども、いずれにいたしましても、村として

その調査権でない部分について資料請求があった場合についてどういう取り扱いをするかということ

については、まずルールづくりをするというところが必要かなと思っているところでございます。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） この国会の資料、国会審議にというふうに書かれているから、我々議員が
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ほとんど必要な資料請求をするときは、定例会とか審議に必要なために請求するわけよ、同じことだ

よ。例えばもちろん絶対しやしないだろうけれども、またしちゃいけないと書いてあるから、個人的

な問題でするようなことはないわけだから。基本的には、情報開示請求で出せる資料を何で議員に出

せないのかということ。いちいち委員会を通じて、議会を通じてなんて言ったらば、例えば一般質問

をするために通告を出して、その質問のために村にあるだろう資料が欲しいと思ったときに、それを

要求したときに出してもらえなければ一般質問に差し支えるわけでしょう、今の話どおりにやれば、

委員会を通じてとか議会を通じてなんていうことになれば、議長を通じてなんていうことになれば。

だから、多くの自治体は議員個人の資料請求にも柔軟に応じているということなんです。 

 横浜市なんかでも当然、法的に調査権がないから、要するに議会基本条例の中に、市は議員個人の

資料請求については誠実に対応するものというふうに入れているんです。だから、もう議員に資料を

提供するなんていうのは当たり前のことなんです。それを逆行する形で情報公開の今の世情の中で逆

に情報を非公開にするそういう方向に今、村は進んでいるわけです。それはおかしく思わないんです

か、法律なんてのは別問題で。 

○副議長（髙田清一君） 総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 先ほども答弁させていただきましたけれども、議案につきましては参考

資料ということで昨年の９月議会でしたか、そこから参考資料、審議のために必要な資料については

提供させていただいているところでございます。 

 法的な部分はいいというお話なんですけれども、議員個人の資料請求に関して提供している横浜も

そうですけれども、この場合もあくまでも法的な根拠なしに任意で提供ということでございます。で

すので、横浜市の場合、基本条例の中でそういった規定あるわけでございますけれども、横浜市に限

らず、基本条例制定されている議会も多いと思いますけれども、今後、そのあたりのルールを先ほど

も申し上げましたけれども、村はこれまで調査権ということでの対応とさせていただいてきたところ

でございますので、調査権ではない、法的な根拠はないんですけれども、議員の資料請求権というよ

うなことについてどこまで対応できるかというようなことについて、この場ですぐというわけにもい

きませんので、ちょっと時間をかけて検討させていただきたいというふうに考えているところでござ

います。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） だから、私が言っているのはこういうふうになったのはそんな昔の話じゃ

ないです。私がいずれにしても８年ブランクがある前のときにはそんなことは全くなかったです。入

札執行調書だって５年分出してほしいと言えば、出してくれました。そういうことをずっとしていた

のに、2011年に情報公開法が施行されているにもかかわらず、なぜその目的に反するようなことを行
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政がするわけですか、そのことを聞いているわけです。 

○副議長（髙田清一君） 総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 趣旨が情報公開条例に定められている趣旨と今ご質問いただいています

議員からの資料請求に対する対応というのは趣旨が異なるものでございます。 

〔発言する声あり〕 

○総務課長（清村昌一君） はい。先ほど申し上げましたけれども、とある自治体においては議員も

議員が一人個人として請求する場合については、全て情報公開条例に基づいた対応しているというよ

うなところもございます。その理由といたしますと、一般の住民の方が情報公開条例に基づいた請求

をした場合については、手数料なりが発生するというところの均衡上そういう取り扱いにしていると

いうようなところもございます。それが正しいかどうかというのはまた別問題ですけれども、そうい

ったことで先ほど村長の中にもありましたけれども、他の議員との公平性あるいは一般住民の方との

公平性というようなところから統一したルールをつくっていくということでございますので、検討さ

せていただきたいというふうに思います。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 検討することはそれは検討してもらいたい、それはわかります。 

 ただ、私が言いたいのは先ほどから言っているとおり、前の村政のときのことも再度確認をしたい

と思いますけれども、私はここ１年ぐらいのことだと感じているんです、こういう状態になったのは、

いつの間にか。前からじゃないはずです、こういうふうにしているのは。それはもう一度確認しなけ

ればならないんですけれども、ただ、私が聞きたいのはさっきから言っているとおり、情報公開とい

われている世論の中で逆な方向に明らかに進んでいるわけです。前からだというけれども、決して前

からじゃないはずです。 

 それで、今みたいな形でやれば議員の活動が制約されるわけです。議員の活動が制約されるという

ことは議会の活動が制約されるということです。ということは議会の役割が果たせなくなるというこ

とです。そうすれば何のための二元代表制なんだか、民主主義が成り立たなくなっちゃうわけです。

何度も法律が法律がと言うけれども、専門家の中には議員に調査権を与えてもいいだろうというふう

に考えている人もいるわけです。だから、明らかにこれは法律の私は不備だというふうに言っている

んです。だから、検討するということじゃなくて、議員個人に資料を提供することは基本的には認め

られることでしょう、理解できることでしょう、理解できないんですか、いろいろ検討しなければ。

村長どうなんですか。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 

〔村長 真塩 卓君発言〕 
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○村長（真塩 卓君） 議員からの議会における審議のために必要な資料の要求があった場合には、

我々のほうもできる限り協力するということはここで申し上げたい。 

 しかし、早坂議員におっしゃりたいのは審議のために必要な資料の提供とそれと行政文書の公開と

は分けて考えてもらいたい。行政文書何でも出せるということではなく、議会活動のために、議会の

審議のために必要な資料の要求については我々のほうも今来たからすぐこれは出せないとか出せると

いう問題ではなく、それはやっぱり議会活動の審議のために必要だということを判断しながら出すこ

とでございますので、今言ったらすぐ断られたということじゃないんじゃないかなと私は思っており

ます。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 何度やっても堂々めぐりになっちゃうんですけれども、要は議員が資料請

求するというのは基本的に議会活動のためなんです。直接議案を審議するということにかかわること

もあります。ただ、こういうこともあるんです。私が入札執行調書を以前出したもらったときには、

全国的に談合が問題になったんです。ですから、榛東の状況はどうかということで出してほしいと、

それは全く議案とは関係ない、ただ一般質問ということは念頭にありましたけれども。そういうため

に出してほしいと言ったら出したわけです。 

 行政文書と議案審議に必要な文書は区別してほしいですか。これは別に区別しなくたって全然問題

のないことじゃないですか、情報開示請求あればそういうものを出すわけですから。住民にそうやっ

て出せるものが何で議員個人に出せない。議員個人になぜ出す必要があるかというのはさっきから何

度も言っているけれども、情報開示請求していたらば最高15日、多けりゃ45日もかかっちゃう。そう

していたらば、その資料が議会活動で必要な機を逸するわけです。そうすると、議会活動に、議員活

動に支障が来すから、議員個人の資料請求には対応してくれと初めから言っていることなんです。私

の今の考え方はおかしいですか、清村課長。 

○副議長（髙田清一君） 総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 議員お話の情報公開条例に基づいた請求ですと期間がかかるということ

でございますけれども、これは例えば議員の一般的な資料要求に応じるというような形になったとし

ても、その資料の内容にもよりますけれども、来られてその場でよこせというふうに言われても対応

できないものもございます。情報公開条例につきましてもそういったことで標準処理日数を一定期間

設けさせていただいているところでございますので、その期間に関しては、村として議員への資料提

供を行うということになったとしても、しかるべき期間をいただかないと対応できないということは

申し上げておきたいと思います。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 
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〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 情報開示請求を出した場合、いろいろ部署を回って印鑑を押したりするわ

けでしょう。そうしたらその分だって時間がかかるわけ。何も何でもかんでも即資料が出てくるとは

思わない、議員が要求したらば。でも、情報開示請求しているよりもずっとスムーズに資料提供はし

てもらえるわけでしょう。そういうことを考えたらば、やっぱりそれは必要だということです。 

 じゃ、清村課長、今の段階だったら本会議とか委員会がないときには資料が必要だったら、やっぱ

り情報開示請求しろということですか、議員もいちいち。 

○副議長（髙田清一君） 総務課長。 

〔総務課長 清村昌一君発言〕 

○総務課長（清村昌一君） 再三答弁させていただいていますけれども、村としてその根拠法令を自

治法の調査権に置いてございますので、今対応していないということでございます。法に根拠がない

ものですから、村として各議員不公平のないように統一したルールをつくっていかないとというとこ

ろでございますので、資料提供これが終わった後にこれを出せというふうなことがもしあったとして

も、対応はできかねるというところでございます。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） それでは、以前からずっとそうだと、今みたいな形でやっているとお三方

言いますけれども、じゃ、本当にいつからこういう状況になったんだか、少なくとも私が何度も言い

ますけれども、以前議員のときにはそういうことはなかったです。いつから今みたいな形になったん

だかちゃんと調べてください。調べて回答してください。だって、わかるでしょう、調べればいつか

らそうなったか。何なら前の阿久澤村政のしかるべき人たちにも聞いてみてください、確認してみて

ください、そういう本当に全て出さないという対応をしていたのか。それ約束してください。 

 じゃ、国会と同じで余りにも頭をかしげる答弁ばかりでしたけれども、次の質問に移ります。 

 調査結果の報告をお願いします。榎本鉄工所以外に資格がない業者を指名したかの調査結果につい

て報告してください。 

○副議長（髙田清一君） 副村長。 

〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） 平成28年度以降の土木工事、建築工事の入札事案について調査を行ったと

ころ、係る事態はなかったということでございました。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） そうしましたら、今後どのように改革をしていくおつもりですか。 

○副議長（髙田清一君） 副村長。 
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〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） 今後の改革なんですけれども、あくまで経審で変更があった場合、これは

変更の届けをしてもらうべき建設協力会に要望を上げたところでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） そのようにしていて、今回のミスがあったわけですよね。だから、やっぱ

り何らかの例えば２年だったらばせめて最低毎年は確認するとか、一番いいのは指名するたびに確認

するのがいいんですけれども、そういうお考えないんですか。 

○副議長（髙田清一君） 副村長。 

〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） いろんな業種の工事関係者おりますので、入札参加願い、かなりの件数が

出ております。これを全てチェックということは時間的に不可能ということでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 私はそれはできないはずもないし、やるべきだと思いますけれども、時間

が例のごとくなくなっちゃいましたので、次の質問にいきます。 

 まず一つは、県の調査結果はどういう結果が出たのか、それと榎本鉄工所が受けた仕事はどのよう

に執行されたのか、お尋ねします。 

○副議長（髙田清一君） 副村長。 

〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） 通告がありませんでしたので、答弁は差し控えさせていただきます。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 通告がないといっても、今言ったのは当然かかわってくる問題ですよね。

逐一質問することを通告は今まで私もしていないし、ほかの人だって全部しているわけじゃないです

よね。今のことぐらい答えられるんじゃないんですか。 

○副議長（髙田清一君） 副村長。 

〔副村長 倉持直美君発言〕 

○副村長（倉持直美君） ３月議会のときもあったんですが、この庁舎の入札の経緯を質問されまし

た。もう10年前のことを答弁を記憶の限りでした経緯ございます。庁議等に諮って、不確実なものに

ついては今後は答弁しないほうがいいでしょうという結論になりましたので、今回も通告はありませ
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んでしたので、答弁は差し控えさせていただきます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） 13番。 

〔１３番 早坂 通君発言〕 

○１３番（早坂 通君） 今の話を聞いてもそうだけれども、さっきの資料提供の話もそうだけれど

も、どんどん議会活動の足を引っ張るようなことが何かされているような気がしてならないんです。

それを申し上げて質問を終わります。 

○副議長（髙田清一君） 以上で早坂通議員の一般質問を終了いたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎散  会 

○副議長（髙田清一君） 以上をもちまして、平成30年第２回定例会第１日目を散会といたします。 

 大変お疲れさまでした。ご苦労さまでした。 

午後４時４分散会 
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平成３０年第２回榛東村議会定例会会議録第２号 

 

平成３０年６月１５日（金曜日） 

─────────────────────────────────── 

議事日程 第２号 

   平成３０年６月１５日（金曜日）午前９時３０分開議 

日程第 １ 議案第４６号 教育委員会委員の任命について 

日程第 ２ 議案第４７号 平成３０年度榛東村一般会計補正予算（第１号）について 

日程第 ３ 議案第４８号 平成３０年度榛東村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい 

             て 

日程第 ４ 議案第４９号 平成３０年度榛東村上水道事業会計補正予算（第１号）について 

日程第 ５ 報告第 １号 平成２９年度榛東村一般会計繰越明許費繰越計算書について 

日程第 ６ 報告第 ２号 榛東村土地開発公社の経営状況報告について 

日程第 ７ 発委第 ２号 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則について 

日程第 ８ 委員会の閉会中の継続審査について（総務産業建設常任委員会） 

日程第 ９ 委員会の閉会中の継続審査について（文教厚生常任委員会） 

日程第１０ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査に関する中間報告について 

日程第１１ 議会運営委員会に付託中の議長の諮問に関する中間報告について 

日程第１２ 総務産業建設常任委員会の閉会中の継続調査について 

日程第１３ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査について 

日程第１４ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査について 

日程第１５ 議会運営委員会の閉会中の継続調査について 

日程第１６ 議員の派遣について 

日程第１７ 渋川地区広域市町村圏振興整備組合議会報告について 

─────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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          ３番  蜂 巢   實 君         ４番  村 上 慎 一 君 

          ５番  川 田 敏 彦 君         ６番  小野関 治 義 君 

          ７番  髙 田 清 一 君         ８番  清 水 健 一 君 
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◎開  議 

午前９時３０分開議 

○副議長（髙田清一君） 皆さん、おはようございます。 

 議員の皆様には、本日、お足元の悪い中ご出席をいただきまして大変ありがとうございます。御礼

を申し上げます。 

 南議長から欠席届が提出されていますので、第１日目に引き続き、地方自治法第106条第１項の規

定に基づき副議長が議長の職務を務めさせていただきます。皆様方のご協力をよろしくお願いを申し

上げます。 

 それでは、ただいまから平成30年第２回榛東村議会定例会第２日目を開会いたします。 

 出席議員の確認を行います。本日の出席議員は13名であります。 

 地方自治法第113条に規定する定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたします。 

 直ちに、お手元に配付した日程により会議を行います。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第１ 議案第４６号 教育委員会委員の任命について 

○副議長（髙田清一君） 日程第１、議案第46号 教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

 議案の説明を求めます。 

 真塩村長。 

〔村長 真塩 卓君登壇〕 

○村長（真塩 卓君） 改めまして、おはようございます。 

 本当に梅雨らしくなりました。皆さんにはお体に気をつけて議会が無事終了することをお願い申し

上げて、これから議案第46号 教育委員会委員の任命についてをご説明申し上げます。 

 現委員の湯浅耕作氏の任期が今月６月30日をもって満了となります。引き続き湯浅さんを教育委員

会の委員として任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基

づきまして、議会の同意を求めるものでございます。 

 湯浅さんは平成26年７月に委員に就任され、これまで１期４年にわたり豊富な知識と経験を生かし、

教育行政に貢献していただきました。湯浅さんは人格高潔で、村職員としての長い行政経験で養った

高い識見と教育に対する熱意を有し、教育政策に精通している者でございます。つきましては、引き

続き湯浅氏を教育委員会の委員として任命いたしたく、議会の同意をお願いするものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 説明が終わりました。 

 ここでお諮りいたします。 

 人事案件ですので、質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ございませ
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んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、直ちに採決を行います。 

 議案第46号 教育委員会委員の任命について、同意することに賛成の議員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○副議長（髙田清一君） 全員賛成。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ９番柗井議員。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 議案第46号のペーパーが配られていますけれども、住所というところで修正。

群馬県北群馬郡榛東村、これを入れていただきたいと思います。 

○副議長（髙田清一君） 村長。 

○村長（真塩 卓君） 柗井議員の言ったとおり、榛東村が抜けておりました。改めて、群馬県北群

馬郡榛東村大字長岡1958番地５といたしたく、よろしくお願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 議員の皆さんよろしいでしょうか。 

 それでは、次に移ります。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第２ 議案第４７号 平成３０年度榛東村一般会計補正予算（第１号）につ 

             いて 

○副議長（髙田清一君） 日程第２、議案第47号 平成30年度榛東村一般会計補正予算（第１号）に

ついてを議題といたします。 

 議案の説明を求めます。 

 早川企画財政課長。 

〔企画財政課長 早川弘行君発言〕 

○企画財政課長（早川弘行君） それでは、議案第47号についてご説明申し上げます。 

 一般会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額に847万2,000円を加え、総額を56億4,717万

2,000円とする補正で、これは人事異動に伴います職員給与費の整理を行うほか、当初予算編成後に

生じました事由により、一部経費につきまして増額をお願いするものであります。 

 別冊の参考資料、事項別明細書によりまして主要事項を説明いたします。 

 別冊資料の４ページをごらんください。 

 初めに、歳入でございます。 

 19款１項１目基金繰入金、右側説明欄のうち、財政調整基金繰入金。繰入金につきましては、今回

の補正では歳入超過となりますため、繰入金を3,192万1,000円減額するものでございます。その下、
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特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金繰入金4,039万3,000円は、平成29年度予算に計上してあり

ました同基金事業の一部を平成30年度へ繰り越しいたしました。事業を完了していませんので、29年

度では繰り越し分の基金は繰り入れてございません。そのため、改めて30年度予算に計上して繰り入

れるものでございます。 

 続きまして、11ページをお願いいたします。 

 歳出となります。 

 ８款２項３目道路新設改良費1,660万5,000円は、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業。第２号計

画道路のＮＴＴケーブルの移設補償費でございます。その下、８款５項３目公共下水道費375万6,000

円の減は、公共下水道事業特別会計への繰出金でございます。 

 続きまして、15ページをお願いいたします。 

 給与費明細書です。中段部分、２一般職、（１）総括の表です。職員数につきましては１人減、給

料と職員手当を合わせました給与費が389万9,000円の減、共済費が80万8,000円の減、合わせて470万

7,000円の減となっております。 

 議案第47号の説明は以上です。ご審議の上、お認めいただきますようよろしくお願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 説明が終わりました。 

 ここで質疑を行います。質疑ございませんか。 

 ９番柗井議員。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 11ページ、道路新設改良費1,660万5,000円、これについて先ほどの説明で言

いますと、２号計画道のＮＴＴ関係の埋設云々の経費ということで説明を受けていますけれども、要

は、当初の30年度予算に入れ込むための調整がなされていなかった。榛東村の不備なのか、それとも

ＮＴＴの不備なのか、これを伺いたいと思います。 

○副議長（髙田清一君） 久保田建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 当初予算に計上しなかった理由ということでございますけれども、当

初、当該移設工事の関係でございますけれども、ＮＴＴからの申し出によりまして今回補正をするわ

けでございます。当初の計画といいますか、補償の支払いの考え方につきましては、移設工事の全工

程が終了するまでということで平成31年度を予定しておりましたが、県道部の移設工事の着手につい

ては平成30年度に実施するということで、村の財務規則上の工事着手年度において補償金を計上する

ということでございまして、急遽この補正予算ということで計上させていただいたわけでございます。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 
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○９番（柗井保夫君） それでは、当初32年度に予定していたものがこの30年度に入ってきたから補

正を組んだと。こういう中で、それではＮＴＴからそれなりの依頼文書とかそういうものは、もう村

に来ているという前提でよろしいですか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） はい。そちらの調整につきましては、ＮＴＴから依頼がございまして、

調整をさせていただき、今回、30年度の事業については30年度の補正予算。最後に、31年度、今度は

工事の舗装復旧の事業があるわけですけれども、そちらは31年度の当初予算で計上させていただく予

定になっております。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。初めに反対の討論を許可いたします。討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 直ちに採決を行います。 

 議案第47号 平成30年度榛東村一般会計補正予算（第１号）について、原案のとおり可決すること

に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○副議長（髙田清一君） 全員賛成。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第３ 議案第４８号 平成３０年度榛東村公共下水道事業特別会計補正予算 

             （第１号）について 

○副議長（髙田清一君） 日程第３、議案第48号 平成30年度榛東村公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）についてを議題といたします。 

 議案の説明を求めます。 

 山口上下水道課長。 

〔上下水道課長 山口誠一君発言〕 

○上下水道課長（山口誠一君） それでは、議案第48号 平成30年度榛東村公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、人事異動に伴う職員給与費の補正でございます。 
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 議案参考資料によりご説明申し上げます。 

 17ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額からそれぞれ375万6,000円を減じ、補正後の総額を４億5,945万5,000円とする

ものです。 

 20ページをお願いいたします。 

 歳入は、５款１項１目一般会計の繰入金、補正額375万6,000円を減額するものです。 

 21ページをお願いいたします。 

 歳出は、１款総務費、合計額で15万2,000円を減額するものです。給与費、職員手当を減額といた

します。 

 ２款建設費、補正予算額306万4,000円、こちらも給与費、職員手当の合計とし、306万4,000円を減

額するものです。 

○副議長（髙田清一君） 暫時休憩といたします。 

午前９時４５分休憩 

─────────────────────────────────── 

午前９時４５分再開 

○副議長（髙田清一君） 再開いたします。 

○上下水道課長（山口誠一君） 申しわけありません。読み間違えました。 

 ２款建設費、補正額360万4,000円、内訳は給与費、職員手当を減額するものとなってございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 給与費明細書となっております。２の一般職員の職員数につきましては、変更ございません。 

 その他の説明につきましては、省略をさせていただきます。 

 以上で議案第48号の説明とさせていただきます。ご審議の上、お認めいただきますようよろしくお

願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 説明が終わりました。 

 ここで質疑を行います。質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論を許可いたします。討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 直ちに採決を行います。 

 議案第48号 平成30年度榛東村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、原案のとお

り可決することに賛成の議員の挙手を求めます。 



－76－ 

〔賛成者挙手〕 

○副議長（髙田清一君） 全員賛成。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第４ 議案第４９号 平成３０年度榛東村上水道事業会計補正予算（第１ 

             号）について 

○副議長（髙田清一君） 日程第４、議案第49号 平成30年度榛東村上水道事業会計補正予算（第１

号）についてを議題といたします。 

 議案の説明を求めます。 

 上下水道課長。 

〔上下水道課長 山口誠一君発言〕 

○上下水道課長（山口誠一君） それでは、議案第49号 平成30年度榛東村上水道事業会計補正予算

（第１号）についてご説明申し上げます。 

 今回の補正は、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額につきまして、人事異動に伴い職

員給与費の減額を行うものです。 

 議案書８ページをお願いいたします。 

 平成30年度榛東村上水道事業会計補正予算（第１号）説明書です。 

 収益的収入及び支出の、支出の項目となってございます。 

 １款１項３目総係費、補正予定額72万1,000円の減で、内訳としましては給与費１節給料から10万

4,000円、２節手当３万6,000円、５節法定福利費58万1,000円をそれぞれ減額するものです。 

 議案参考資料31ページをお願いいたします。 

 給与費明細書でございます。職員数につきましては、変更はございません。 

 なお、その他の説明については、省略をさせていただきます。 

 以上で議案第49号の説明とさせていただきます。ご審議の上、お認めいただきますようよろしくお

願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 説明が終わりました。 

 ここで質疑を行います。質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論を許可いたします。討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 直ちに採決を行います。 
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 議案第49号 平成30年度榛東村上水道事業会計補正予算（第１号）について、原案のとおり可決す

ることに賛成の議員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○副議長（髙田清一君） 全員賛成。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第５ 報告第１号 平成２９年度榛東村一般会計繰越明許費繰越計算書につ 

            いて 

○副議長（髙田清一君） 日程第５、報告第１号 平成29年度榛東村一般会計繰越明許費繰越計算書

についてを議題とし、報告を求めます。 

 企画財政課長。 

〔企画財政課長 早川弘行君発言〕 

○企画財政課長（早川弘行君） 報告第１号 平成29年度榛東村一般会計繰越明許費繰越計算書につ

いて説明申し上げます。 

 平成30年３月定例議会におきまして議決をいただいた繰越明許費につきまして、地方自治法第213

条の規定により予算繰り越しを行いましたので、同法施行令第146条第２項の規定により議会に報告

するものでございます。 

 議案書10ページをお願いいたします。 

 左から款、項、事業名、金額、翌年度繰越額の順に朗読いたします。 

 ２款１項公用車管理費、金額110万8,000円、翌年度繰越額110万円。 

 ３款２項地域子育て支援事業、金額4,299万9,000円、翌年度繰越額同額でございます。 

 ６款１項農地有効利用促進事業、金額205万円、翌年度繰越額同額でございます。 

 ８款２項特定防衛施設周辺整備調整交付金事業、金額5,539万8,000円、翌年度繰越額5,379万2,000

円。同じく８款２項社会資本整備総合交付金事業（道路・橋りょう）、金額3,409万8,000円、翌年度

繰越額3,409万7,000円。 

 合計といたしまして、金額１億3,565万3,000円、翌年度繰越額１億3,403万8,000円。 

 財源内訳といたしまして、既収入特定財源90万9,000円、未収入特定財源、国庫支出金3,498万

7,000円、県支出金1,215万9,000円。その他、これは吉岡町からの負担金でございますが、1,365万

4,000円。一般財源7,232万9,000円でございます。 

 以上、報告いたします。 

○副議長（髙田清一君） 報告が終わりました。 

 ここで質疑を行います。質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○副議長（髙田清一君） 質疑なしと認めます。本件は報告でございますので、これにて終結いたし

ます。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第６ 報告第２号 榛東村土地開発公社の経営状況報告について 

○副議長（髙田清一君） 日程第６、報告第２号 榛東村土地開発公社の経営状況報告についてを議

題とし、報告を求めます。 

 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 報告第２号 榛東村土地開発公社の経営状況報告についてご説明申し

上げます。 

 提案理由でございますけれども、地方自治法第243条の３第２項の規定により、榛東村土地開発公

社の平成29年度経営状況及び平成30年度の事業計画、予算、資金計画を別紙のとおり報告させていた

だくものでございます。 

 議案書の13ページをお願いいたします。 

 平成29年度榛東村土地開発公社決算報告書でございます。 

 （１）収益的収入及び支出でございます。 

 収入及び支出につきまして、左から、予算額合計、決算額、収入は予算額に比べ決算額の増減、支

出は不用額の順に朗読させていただきます。 

 初めに、収入でございます。 

 第１款の事業収益はございません。 

 第２款事業外収益、予算額合計２万4,000円、決算額２万2,850円、1,150円の減。内訳でございま

すが、第１項受取利息、予算額合計4,000円、決算額1,450円、2,550円の減。第２項雑収益、予算額

合計２万円、決算額２万1,400円、1,400円の増、これは県税の還付金でございます。 

 次に、支出でございます。 

 第１款の事業原価はございません。 

 第２款第１項販売費及び一般管理費、予算額合計５万円、決算額２万3,900円、不用額２万6,100円

でございます。合計も同額となっております。 

 14ページの（２）資本的収入及び支出は該当ございません。 

 15ページをお願いいたします。 

 損益計算書でございます。 

 ページの中ほど、３、販売費及び一般管理費は、（１）報酬2,500円、（４）雑費２万1,400円で、

事業損失は２万3,900円でございます。 

 その下の、４、事業外収益は、（１）受取利息1,450円、（２）雑収益２万1,400円、経常損失は
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1,050円、当期損失も同額でございます。 

 16ページをお願いいたします。 

 貸借対照表でございます。 

 資産の部、１、流動資産、資産合計は1,462万2,063円、負債の部、負債合計はゼロ円でございます。 

 一番下の行で、負債・資本合計は1,462万2,063円でございます。 

 17ページをお願いいたします。 

 平成29年度の財産目録でございます。上の表は資産になります。 

 １、流動資産、（１）現金及び預金、アの普通預金の合計は12万2,063円、イの定期預金の合計は

1,450万円で、流動資産合計は1,462万2,063円でございます。下の行の資産合計も同額でございます。

負債はございません。 

 18ページは、付属明細表でございます。 

 19ページをお願いいたします。 

 平成29年度榛東村土地開発公社決算審査意見書でございます。 

 岩﨑唯雄監事により、本年４月20日に監査を実施していただき、ご報告をいただきました。 

 続きまして、21ページをお願いいたします。 

 平成30年度の予算でございます。 

 第２条の収益的収入及び支出の予定額。 

 収入につきましては、第２款事業外収益に２万5,000円を計上いたしました。 

 次に、支出、第２款販売費及び一般管理費に２万5,000円を計上してございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 平成30年度の事業計画でございます。前年度と同様な事業計画となっております。 

 23ページの平成30年度資金計画の説明については、省略をさせていただきます。 

 24ページをお願いいたします。 

 平成30年度榛東村土地開発公社実施計画、収益的収入及び支出でございます。 

 収入の１款事業収益は計上がございません。 

 ２款事業外収益１項受取利息3,000円、２項雑収益２万2,000円でございます。 

 下の表は支出でございます。 

 ２款１項販売費及び一般管理費として、人件費と経費で２万5,000円を計上させていただきました。 

 25ページの資本的収入及び支出でございますが、該当はございません。 

 26ページをお願いいたします。 

 予定損益計算書でございます。 

 中ほどの、３、販売費及び一般管理費に２万5,000円を、４、事業外収益に２万5,000円を計上させ

ていただいております。 
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 下から２行目、経常収益、その下の当期収益はゼロ円でございます。 

 次に、27ページをお願いいたします。 

 予定貸借対照表でございます。 

 資産の部、資産合計は1,462万2,063円、中ほどの負債の部、負債合計はゼロ円。資本の部、資本合

計は1,462万2,063円、負債資本合計も1,462万2,063円でございます。 

 以上、報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○副議長（髙田清一君） 報告が終わりました。 

 ここで質疑を行います。質疑ございませんか。 

 ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 土地開発公社の29年度決算審査ということで、19ページ。 

 監事が岩﨑唯雄さんということで、土地開発公社の理事長、真塩卓さんに意見書を提出しておりま

すけれども、私は、村の代表監査委員が一格下の土地開発公社の審査に監査委員として名を連ねてい

ること自体がやっぱり常識から考えるとおかしいんじゃないかと思うんですね。 

 それでは、例えばですよ、村の代表監査委員が監査するときに、この土地開発公社のここを監査す

るときに、代表監査委員は除籍で籍を離れて、議会からの監査委員、波多野議員にこの土地開発公社

をやっていただくと。こういうものの考え方でよろしいんですか。この岩﨑代表監査委員が監査をす

るということは。いかがですか。 

○副議長（髙田清一君） 企画財政課長。 

〔企画財政課長 早川弘行君発言〕 

○企画財政課長（早川弘行君） 企画財政課長ですが、監査委員の書記も兼ねていますので、私のほ

うで答弁させていただきます。 

 先ほどの柗井議員がおっしゃった事例ですが、そのとおりになると思います。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 確かに規則上は、村の代表監査委員がこの土地開発公社の監査委員に就くこ

とはできないなんていう文言はどこにも載っていませんよ。載っていないから、これ就けるのか。や

っぱり常識の判断というのが、私はあろうかと思うんですね。やはり、29年度は岩﨑さんにやってい

ただくけれども、30年度以降は村の第三者に監査をやっていただく、そういうような考えじゃなくて、

もうこのままいくつもりですか。どうですか。 

○副議長（髙田清一君） 建設課長。 

〔建設課長 久保田邦夫君発言〕 

○建設課長（久保田邦夫君） 榛東村の土地開発公社の定款第８条に役員の任命ということで、理事
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及び監事は榛東村長が任命するということになっております。また９条、役員の任期でございますけ

れども、役員の任期は２年とするという定めがございます。村長の任命が今年度の平成30年４月１日

ということでございますので、２年間は監事として務めていただく予定でございます。 

○副議長（髙田清一君） ９番。 

〔９番 柗井保夫君発言〕 

○９番（柗井保夫君） 1,462万2,068円かな、これだけの財産を運用するという話の中で、やはり、

土地開発の監査委員がちゃんと監査をして、それを村の岩﨑代表監査委員以下の監査委員が監査をす

るという基本的な流れはやっぱり崩しては、私はいけないと思うんですね。今後検討していただきた

いと思います。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） 執行部の方、よろしいですか。 

 それでは、質疑をここで終了したいというふうに思います。 

 報告でございますので、これにて終結いたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第７ 発委第２号 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則について 

○副議長（髙田清一君） 日程第７、発委第２号 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 山口議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 山口宗一君登壇〕 

○議会運営委員長（山口宗一君） 議席番号11番山口宗一でございます。 

 会議規則の一部を改正することに関して、朗読して説明にかえます。 

 発委第２号 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則について。 

 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則について、地方自治法第112条第１項及び榛東村議会会

議規則（昭和32年榛東村議会規則第１号）第13条第３項の規定により提出するものであります。 

 提案の理由は、多様な議員が活躍できる環境を整え、議会活動の活性化を図るため所要の改正を行

うものでございます。 

 次のページをごらんください。 

 榛東村議会会議規則（昭和32年榛東村議会規則第１号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項中、介護の次に「、育児」を加え、「やむを得ない理由により」の次に「会議を」を

加え、同条第２項中「出産のため」の次に「会議に」を加える。 

 次のページをごらんください。 

 右側が現行でございます。左側が改正案でございます。後ほどご一読いただければと思います。 
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 元のページに戻っていただきまして、附則でございます。 

 この規則は平成30年６月15日から施行する。 

 以上でございます。 

○副議長（髙田清一君） 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑に入ります。質疑ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 討論を行います。初めに反対討論を許可いたします。討論ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 直ちに採決を行います。 

 発委第２号 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則について、原案のとおり可決することに賛

成の議員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○副議長（髙田清一君） 全員賛成。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第８ 委員会の閉会中の継続審査について（総務産業建設常任委員会） 

◎日程第９ 委員会の閉会中の継続審査について（文教厚生常任委員会） 

○副議長（髙田清一君） お諮りいたします。 

 日程第８、委員会の閉会中の継続審査について（総務産業建設常任委員会）と、日程第９、委員会

の閉会中の継続審査について（文教厚生常任委員会）を会議規則第34条の規定により一括議題とした

いと思いますが、これに異議はございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、日程第８及び日程第９を一括議題といたします。 

 各常任委員長から、会議規則第71条の規定によりお手元に配付いたしましたとおり、閉会中の継続

審査の申し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とす

ることに決定いたしました。 

─────────────────◇───────────────── 
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◎日程第１０ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査に関する中間報告について 

○副議長（髙田清一君） 日程第10、文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査に関する中間報告につ

いてを議題といたします。 

 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査に関する中間報告について、文教厚生常任委員会清水健一

委員長から中間報告をしたい旨の申し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 中間報告を受けることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、文教厚生常任委員会委員長の中間報告を受けることに決

定いたしました。 

 清水文教厚生常任委員会委員長の発言を許可いたします。 

 ８番清水文教厚生常任委員会委員長。 

〔文教厚生常任委員会委員長 清水健一君登壇〕 

○文教厚生常任委員会委員長（清水健一君） 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査に関する中間

報告について申し上げます。 

 本委員会では、本村の公民館建てかえ計画に伴い、昨年、前橋市東公民館並びに前橋元気プラザ21

を視察いたしました。 

 これにより、中央公民館の建てかえについて本委員会の意見をまとめました。なお、項目につきま

しては別紙報告書のとおりでございます。 

 以上で報告を終わります。 

○副議長（髙田清一君） 以上で清水文教厚生常任委員会委員長の中間報告を終了し、本件は報告の

みといたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第１１ 議会運営委員会に付託中の議長の諮問に関する中間報告について 

○副議長（髙田清一君） 日程第11、議会運営委員会に付託中の議長の諮問に関する中間報告につい

てを議題といたします。 

 過日諮問されました件について、議会運営委員会山口宗一委員長から中間報告をしたい旨の申し出

がありました。 

 お諮りいたします。 

 中間報告を受けることに異議はございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、議会運営委員会委員長の中間報告を受けることに決定い

たしました。 
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 山口議会運営委員会委員長の発言を許可いたします。 

 11番山口宗一議会運営委員会委員長。 

〔議会運営委員長 山口宗一君登壇〕 

○議会運営委員長（山口宗一君） 平成29年６月12日付で議長から本委員会に諮問のあった各項目に

ついて、会議規則第44条第２項の規定により中間報告をいたします。 

 なお、諮問及び中間報告の内容につきましては、お配りした中間報告書のとおりでございますので、

説明は省略いたします。後ほどご確認をお願いいたします。 

 以上です。 

○副議長（髙田清一君） 以上で山口議会運営委員会委員長の中間報告を終了し、本件は報告のみと

いたします。 

 ここで休憩を入れたいと思います。では、この時計で10時30分から開始いたします。 

 休憩いたします。 

午前１０時１２分休憩 

─────────────────────────────────── 

午前１０時３０分再開 

○副議長（髙田清一君） 会議を再開いたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第１２ 総務産業建設常任委員会の閉会中の継続調査について 

◎日程第１３ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査について 

◎日程第１４ 議会広報常任委員会の閉会中の継続調査について 

◎日程第１５ 議会運営委員会の閉会中の継続調査について 

○副議長（髙田清一君） お諮りいたします。 

 日程第12、総務産業建設常任委員会の閉会中の継続調査についてから、日程第15、議会運営委員会

の閉会中の継続調査についてまでを会議規則第34条の規定により一括議題としたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、日程第12から日程第15までを一括議題といたします。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から所管事務のうち、会議規則第71条の規定によりお手元に配付

いたしました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とす
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ることに決定いたしました。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第１６ 議員の派遣について 

○副議長（髙田清一君） 日程第16、議員の派遣についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 お手元に配付のとおり、議員研修のため議員派遣することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（髙田清一君） 異議なしと認め、お手元に配付のとおり議員派遣することに決定いたしま

した。 

─────────────────◇───────────────── 

◎日程第１７ 渋川地区広域市町村圏振興整備組合議会報告について 

○副議長（髙田清一君） 日程第17、渋川地区広域市町村圏振興整備組合議会報告についてを議題と

いたします。 

 山口宗一広域議員からの報告を求めます。 

 11番山口議員。 

〔１１番 山口宗一君登壇〕 

○１１番（山口宗一君） 渋川広域議会の臨時会の報告をいたします。 

 平成30年３月、渋川地区広域市町村圏振興整備組合臨時会の報告。 

 平成30年３月29日、渋川市勤労福祉センター大会議室において、平成30年３月渋川地区広域市町村

圏振興整備組合議会臨時会が開催され、報告１件、議案３件が上程されました。 

 報告は、和解及び損害賠償の額を定めることについて、管理者専決処分についてでございます。 

 平成29年10月30日23時ごろ、群馬県前橋市朝日町３丁目21番36号前橋赤十字病院において、救急救

命士薬剤投与病院実習中に、当消防職員（救急救命士）が末梢静脈路の確保のため救急患者である当

事者の前腕に接種したところ、当事者の神経を損傷させたので、和解及び損害賠償の額を定めること

について、地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定及び管理者において専決処分す

ることができる事項の指定について（平成23年２月17日の議決）により専決処分したものであります。 

 なお、和解の内容は、渋川地区広域市町村圏振興整備組合及び前橋赤十字病院の過失割合は双方と

もに５割とし、保険対応をしたものでございます。 

 次に、議案は、渋川地区広域市町村圏振興整備組合監査委員の選任同意で、任期満了に伴う同組合

の監査委員と辞職に伴う後任の選任について原案のとおり同意されました。 

 また、渋川地区広域市町村圏振興整備組合手数料の条例の一部を改正する条例が上程され、消防法

に基づく危険物の規則に関する手数料の額が見直されたことに伴い、所要の改正をするものでござい

ます。これにつきましては原案のとおり可決されました。 
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 以上、報告といたします。 

○副議長（髙田清一君） 以上、山口議員からの報告が終了いたしました。本件につきましては、報

告のみといたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎副議長挨拶 

○副議長（髙田清一君） 以上をもちまして、本日までに付議されました案件は全て終了いたしまし

た。 

 ここで閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ６月５日の開会以来、本日までの11日間、５名の議員による一般質問、人事案件、一般会計並びに

特別会計補正予算などについて熱心な審議、活発な質疑、討論がなされました。 

 梅雨が明ければ、ことしも猛暑の夏が予想されます。議員各位におかれましては、健康には十分留

意され、榛東村のさらなる発展のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願い申し上げます。最後

に、ふなれな議長でありましたが、皆様のご協力で無事終了することができましたこと、執行部の皆

様、議員各位に感謝を申し上げ、閉会のご挨拶といたします。 

─────────────────◇───────────────── 

◎閉  会 

○副議長（髙田清一君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。これをもって、平成30年第２

回定例会を閉会といたします。 

 皆様大変お疲れさまでした。ご苦労さまでした。 

午前１０時３７分閉会 
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